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長い間社会に貢献され、尽力された
皆さまに感謝とお祝いを申し上げます。
これからもお元気で、自分らしく充実
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好きなこと
　家族と一緒にご飯を

　食べることです。

福島さんの日常

　炊事や洗濯などの家事をしたり、テ

　レビを見たりして過ごしています。

　大谷翔平さんや藤井聡太さんの活躍

　を見るのが日々の楽しみです。

元気の秘けつ
　人付き合いをよくして、人と仲良く

　楽しく過ごすことだと思います。

福島 久美子さん（中）
ふくしま   く   み   こ

好きなこと
　歌うことが好きです。　92歳まで大正琴を　習っていました。

岡本さんの日常
　猫をかわいがるのが楽しみの一つで、　家から出てしまわないように戸締り　には気を遣っています。元気の秘けつ

　食事をおいしく食べることと、人と　接するのが好きなことだと思います。

岡本 満寿美さん（安井）

おかもと  ま   す   み

人数 総人口に占める割合

町内の65歳以上人口の推移
（住民基本台帳）

総人口に占める
割合は徐々に増えていて、

現在約42％です



美咲町小規模多機能自治  組織に認定されました！

　打穴里、打穴上、打穴北、打穴西の４自治会で構成されています。令和３年
10月、中学生以上住民全員アンケートを実施、その結果を基に打穴の地域
づくりが始まっています。
　アンケート項目の「『助けて』と言える人がいますか？」の問いに対する、「助け
て」と言える人がいないと答えた人に着目し、打穴地区全体のスローガンを

　大垪和西、和田北、大垪和東、両山寺、角石祖母、境の６自治会で構成されています。
　令和３年11月、中学生以上住民全員アンケートを実施し、結果を基に
話し合いと地域みらい計画づくりを進めました。そこから見えてきた大垪和
地区のテーマ、課題を基に地域活動の柱を整理し、次の４部会を設置。
スローガンを決め、無理のないペースで課題に向き合っています。

人口減少と高齢化が進む中、自治会より広い枠組みで、住民自らが地域課題に向き合い、

　　 んなで　　　さえ合って　　　ょうりょくするまちづくりが「小規模多機能自治」に

よる地域づくりです。

大垪和多機能自治協議会、打穴まちづくり協議会【愛称：やってみん会“打穴”】の２協議会が、

地域住民自ら作成したアンケート結果から見えてきた地域課題や現状を共有し、地域づくり

の指針となる『地域みらい計画書』を作成し、美咲町小規模多機能自治組織に認定されました。

打穴まちづくり協議会　やってみん会“打穴”

「元気なうたの」
みんな聞いてみてね♬

講習会で学び、チャレンジ！草刈り王へ挑戦

農地の現状をみんなで確認

心肺蘇生術、ＡＥＤの訓練

岡山県立大学との交流事業

やってみん会“打穴”
スローガンソング

「やるぜ！やろうぜ！声かけあって  元気なうたの
　　　　　     ～ひとりぼっちにさせない地域～」 ◇「防災・福祉」

　 ・防災マップでの現状把握と共有
　 ・全戸で取り組み緊急カード
　 ・小地域ケア会議やサロンとの連携

◇「地域資源」
　 ・歴史と文化を未来につなぐ活動
　 ・大垪和住民の人材の魅力活用
　　（二上山古道、滝谷池、棚田、紅そば）
　 ・住民間の交流事業

◇「空き家」
　 ・空き家マップでの現状把握・更新
　 ・予防のための空き家活動
　 ・使える空き家の共有

◇「農地・農業」
　 ・棚田の魅力発信
　 ・農村ＲＭＯ研究
　 ・農地マップで現状把握や戦略づくり
　 ・隣地区同士で助け合う取り組み

としました。

　地域課題解決に向けて部会を立ち上げ、“みらいに向けて” 部会ごとの
活動計画を立てています。
◇「草刈り、鳥獣害、農業部会」
　 ・地域で守る農地の話し合い　　　　　 ・チャレンジ！草刈り王
　 ・鳥獣害対策（みんなで取ろう狩猟免許）・有償ボランティア検討
◇「福祉、防災、見守り部会」
　 ・介護講習会　　　　・認知症見守り声かけ訓練
　 ・防災訓練や見守り　・個別避難計画　・長寿お祝い会
◇「資源（人財）活用・子ども部会」
　 ・資源発掘！城跡めぐり　・広報誌でみんなと共有
　 ・得意を活かしたチャレンジ（包丁研ぎ講習など）
　 ・空き家の利活用　         ・果物の木剪定勉強会

うたの

み さ き

大垪和多機能自治協議会
おお  は   が
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　認知症啓発月間 住み慣れた地域で、自分らしく暮らし続けるために

※２回の講座終了後、オレンジカフェで実習を予定しています。

認知症についてさらに理解を深め、認知症の人とその家族を
地域で支えるための講座です。
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【
問
い
合
わ
せ
】

 

美
咲
町
役
場
長
寿
し
あ
わ
せ
課

  

☎
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
１
５

【
認
知
症
に
関
す
る
相
談
窓
口
】

 

美
咲
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

  

☎
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
１
９

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

 

美
咲
町
役
場
長
寿
し
あ
わ
せ
課

【
参
加
対
象
者
】

・
過
去
に
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

　
講
座
を
受
講
し
た
こ
と
が
あ
る
人

・
今
後
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

　
講
座
を
受
講
す
る
予
定
の
あ
る
人

  

（
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

毎 月 開 催 （９：30～11：30）
第１火曜日　旭町民センター　　
第２木曜日　柵原総合文化センター
第３金曜日　ミサキアエル

　
認
知
症
の
人
が
安
心
し
て
暮
ら
す

た
め
の
国
や
自
治
体
の
取
り
組
み
を

定
め
た
「
認
知
症
基
本
法
」
が
、
今

年
１
月
１
日
に
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行
さ
れ
ま
し
た
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国
内
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認
知
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の
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々
増
え
て
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塊
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０
２
５
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５
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１
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住
み
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れ
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で
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自
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け
る
た
め
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は
、
多
く
の
人
の
支
援
が
必
要
で
す
。

皆
さ
ん
も
、
今
で
き
る
こ
と
を
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。
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範
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、
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、
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、
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、
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支
援
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タ
ー
窓
口
で
配

布
し
て
い
ま
す
。

募 
集10月29日㈫　13：30～15：00

講師：みまさか認知症疾患医療センター
　　　センター長　近藤啓子 先生

第
１
回

11月19日㈫　13：30～15：30
講師：美作大学生活科学部
　　　特任教授　小坂田稔 先生

第
２
回

　皆さんは、水害から住居を守るため普段から対策を行っていますか。
台風や集中豪雨による被害を最小限に抑えるために、浸水被害のおそれの
ある地域では、土のうの作り方を知っておくと安心です。

 川から離れているから大丈夫？
　いいえ。河川の氾濫だけが水害ではありません。大量の雨が降ると、排水しきれなく
なった雨水が小川や側溝からあふれかえる内水氾濫が起きます。内水氾濫は、河川から離
れた場所でも起こりうる水害です。
　台風や大雨のときは、気象庁や地元の気象台から様々な気象情報が発表されるので、日
ごろから天気予報を気にかけるなどして対策を行いましょう。

台風や梅雨シーズン前に作っておきましょう。

　土のうを積む場合、水の流れてくる方向に土
のう袋のお尻を向けて積み上げます。
　水を「せき止める」のではなく、水の「流れ
る方向を変える」というイメージで積んでみま
しょう。

①土のう袋を用意
ホームセンターなどで
購入できます。

②２人１組で協力して
　土を入れる
袋の５～８割まで入れ
ましょう。

③袋の口をしばる
ひもを引いて袋の口を閉じ、ひもを口の周り
に巻き付けます。ひもの先を、回したひもの
内側（下から上）に通して締めると完成です。

※使い方＝玄関前などに積んで浸水を防ぐ、排水路からのあふれを防ぐ　など
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認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

　
講
座
を
受
講
す
る
予
定
の
あ
る
人

  

（
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

毎 月 開 催 （９：30～11：30）
第１火曜日　旭町民センター　　
第２木曜日　柵原総合文化センター
第３金曜日　ミサキアエル

　
認
知
症
の
人
が
安
心
し
て
暮
ら
す

た
め
の
国
や
自
治
体
の
取
り
組
み
を

定
め
た
「
認
知
症
基
本
法
」
が
、
今

年
１
月
１
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

国
内
の
認
知
症
の
人
は
年
々
増
え
て

お
り
、
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
と

な
る
２
０
２
５
年
に
は
、
高
齢
者
の

お
よ
そ
５
人
に
１
人
が
認
知
症
に
な

る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
認
知
症

に
な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、

自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に

は
、
多
く
の
人
の
支
援
が
必
要
で
す
。

皆
さ
ん
も
、
今
で
き
る
こ
と
を
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

　
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
、
地
域

の
人
な
ど
、
誰
で
も
参
加
で
き
、
お

茶
を
飲
み
な
が
ら
交
流
し
、
認
知
症

予
防
、
介
護
予
防
の
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
や
、
ミ
ニ
講
座
、
寸
劇
な
ど

で
楽
し
み
ま
す
。
ま
た
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
認
知
症
や

介
護
の
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

 

「
認
知
症
に
関
す
る
知
識
と
理
解
を

持
ち
、
認
知
症
の
本
人
と
家
族
が
必

要
と
し
て
い
る
支
援
を
、
出
来
る
範

囲
で
行
う
応
援
者
を
養
成
す
る
」
講

座
で
す
。
美
咲
町
で
は
、
地
域
の
集

ま
り
の
他
、
企
業
、
学
校
、
団
体
な

ど
で
開
催
し
、
誕
生
し
た
サ
ポ
ー

タ
ー
が
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を

温
か
く
見
守
っ
て
い
ま
す
。

認
知
症
見
守
り
声
掛
け
模
擬
訓
練

　
認
知
症
の
人
へ
の
理
解
を
深
め
、

支
援
を
考
え
る
た
め
に
、
見
守
り
声

掛
け
模
擬
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

認
知
症
の
人

が
独
り
歩
き

を
し
て
い
る

場
面
や
、
独

り
暮
ら
し
の

場
面
を
想
定

し
、
訓
練
の

参
加
者
が
、

認
知
症
の
人

へ
の
声
掛
け

や
対
応
を
体

験
し
ま
す
。

認
知
症
安
心
ガ
イ
ド

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座

　
認
知
症
の
症
状
の
変
化
に
合
わ
せ

て
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
な

医
療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き

る
か
を
示
し
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
す
。

認
知
症
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
や
、
予
防

の
ポ
イ
ン
ト
、
相
談
窓
口
な
ど
も
掲

載
し
て
い
ま
す
。
詳
細
版
と
概
要
版

が
あ
り
、
役
場
長
寿
し
あ
わ
せ
課
や

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
配

布
し
て
い
ま
す
。

募 

集10月29日㈫　13：30～15：00
講師：みまさか認知症疾患医療センター
　　　センター長　近藤啓子 先生

第
１
回

11月19日㈫　13：30～15：30
講師：美作大学生活科学部
　　　特任教授　小坂田稔 先生

第
２
回
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「交通ルール　守って笑顔　晴れの国」【スローガン】

９月21日㈯～９月30日㈪は
秋の交通安全県民運動です
９月21日㈯～９月30日㈪は
秋の交通安全県民運動です

交通事故死亡
ゼロを目指す日

９月30日㈪

問 美咲町交通安全対策協議会（くらし安全課事務局）  ☎０８６８（６６）１１１２　蕭０８６８（６６）３０８１
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-66
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■岡山県下

0
1
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198
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-27

本　年
昨　年
増減数

14
23
-9

186
205
-19

物損事故件数負傷者数死者数人身事故件数総事故件数

■美咲署管内

全国共通重点目標

　岡山県下一斉に展開します。この運動は、広く県民に交通安全思想の
普及・浸透を図り、交通ルールの遵守と正しい交通マナーの実践を習慣
付けるとともに、県民自身の道路交通環境の改善に向けた取り組みを推
進することにより、交通事故防止の徹底を図ることを目的としています。

　岡山県下一斉に展開します。この運動は、広く県民に交通安全思想の
普及・浸透を図り、交通ルールの遵守と正しい交通マナーの実践を習慣
付けるとともに、県民自身の道路交通環境の改善に向けた取り組みを推
進することにより、交通事故防止の徹底を図ることを目的としています。

「ゆずる・とまる・まもる」マナーアップで交通事故防止「ゆずる・とまる・まもる」マナーアップで交通事故防止
　横断者・他車両進路を「ゆずる」、横断歩道・信号・一時停止などで「とまる」、速度・合図・交通弱者を「まもる」。
ドライバーだけでなく、自転車を運転するときも、歩くときも、「ゆずる・とまる・まもる」の３つを心掛け、
交通事故を防ぎましょう！

交通事故の発生状況　令和６年上半期交通事故の発生状況　令和６年上半期

　県内の人身事故件数と負傷者数が昨年よりも大幅に増加しています。美咲署管内では今年死亡事故が発生してい
ません。死亡事故を０のままにするためにも、十分注意をして運転しましょう。

秋の交通安全県民運動

● 反射材用品などの着用推進や安全な横断方法の実践などによる歩行者の交通事故防止
● 夕暮れ時以降の早めのライト点灯やハイビームの活用促進と飲酒運転などの根絶
● 自転車・特定小型原動機付自転車利用時のヘルメット着用と交通ルール遵守の徹底

岡山県重点目標
● 横断歩行者優先の徹底
● 運転中のスマートフォンなど使用禁止の徹底
● スピードダウンの励行
● 自転車の安全利用とヘルメット着用に向けた
　 理解の促進
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みさきレポート

「ツキノワ古
こ

グマ」看板　商工会から寄贈　地域に愛着を感じてほしい
　久米郡商工会柵原地区運営会議から美咲町
自治会長協議会柵原分会に、自治会ごとに１
枚、計42枚の地区名を表記したアルミ製の看
板が贈られました。各地区の道路脇などに設
置される予定で、「子どもたちが看板を見か
けたときに、その場所の地名を知ることで、
柵原地域に愛着を感じてもらいたい」と脇優
太さん（商工会柵原地区運営会議　副代表理
事）。看板に使われたキャラクター「ツキノ
ワ古グマ」は、現在の柵原学園９年生が小学
校６年生のとき、柵原地域を盛り上げようと制
作したものです。（７月26日）

第74回久米地区更生保護大会が
開催されました
　“社会を明るくする運動”強調月間の７月12日、久米南
町文化センターにおいて、第74回久米地区更生保護大会
が行われました。美咲町からも多くの保護司・更生保護
女性会の方が参加され、犯罪や非行のない明るい社会の
実現に向け努力していこうと決議されました。

久米地区更生保護サポートセンター
☎０８６８（６６）０２２５

【どんな活動をしている？】

　少年院や刑務所に収容されている人が、円滑に社会復帰できるよう、必要な受け入れ態勢を整えた
り、犯罪や非行をした人と定期的に面接し、立ち直るための指導や生活のための助言、就労の支援を行
っています。また、地域や学校、警察などと連携し、犯罪や非行を未然に防ぐ啓発活動を行っています。

保護司

　犯罪や非行をした人が、地域社会で立ち直ることができるよう支援し、犯罪や非行のない明るい社会づ
くりを目指し、ボランティア活動を行っています。
　今年度の保護義金については、８月５日に美作自修会へ納入しました。ご協力ありがとうございました。

更生保護女性会の活動

▲左から商工会柵原地区運営会議　副代表理事　脇優太
さん、同代表理事　寒竹政博さん、自治会長協議会柵原
分会　会長中村陽一さん、同副会長　菊井美作さん

二
ふた

上
かみ

山
さん

護
ご

法
ほう

祭
さい

「日本の祭り」に選ばれる
　日本の代表的な祭りを応援するダイドーグループの
「日本の祭り」に、両山寺（美咲町両山寺）の「二上
山護法祭」が選ばれ、美咲町が「認定の証」をいただ
きました。
　同グループは、全国の地域に根ざした祭りを地方局
とタイアップして応援しており、全国（BS12）、地方
局のテレビ番組とネットで紹介しています。８月14日
に行われた749回目の護法祭は山陽放送が準備段階か
ら密着取材し、9月22日㈰午後３時30分から特別番組
として放送されます。
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地域の話題や身近な情報をお寄せください。　みさき共創室　☎０８６８（６６）１６６０　蕭０８６８（６６）２０３８

美咲町産のブドウを東京でＰＲ
　青野町長らが、旬を迎えた美咲町産などのブドウを、
日本最大級の中央卸売市場、東京・大田市場で売り込み
ました。JA晴れの国岡山の主催で、津山地域（津山市、
鏡野、久米南、美咲町）のブドウ生産者、首長、JA関係
者らとともに行った「トップセールス」の一環です。
　競りの開始前に産地を代表して青野町長が「全国的に
知られる岡山のブドウの中でも津山地域は高い評価を受けている。首都圏の多くの方々にぜひ味わっ
ていただきたい」とPRしました。競りにかけられた津山地域産のピオーネやシャインマスカット約
２.５ｔは次々と競り落とされました。来場者にも振る舞われ、好評でした。（８月24日）
　津山地域のブドウの販売額は昨年10億円を突破。美咲町産はその半分を占めており、JAを通じて
東京、大阪、福山などの市場へ出荷し、全国で販売されています。

美咲桃太郎伝説コースを巡るウォーキング
　美咲中央小学校６年生が桃太郎伝説コースを巡るウ
ォーキングを行い、鬼山、焼寺、祝

のっと

詞、勝﨏などに立
ち寄りました。打穴下にある小学校の周辺には、桃太
郎伝説にまつわる地名が数多くあります。児童は、立
ち寄った場所で美咲桃太郎の会の方の説明を聞き、興
味深そうにメモをとっていました。（７月３日）

えこ便リサイクル教室
「段ボールでお財布を作ろう」
　中央児童館で平林金属㈱による段ボールの財布づく
り講座が開かれ、44人の児童らが参加しました。児童
は、資源を再利用し新たな価値を与えるアップサイク
ルについて学び、好きなデザインの段ボールの素材で
思い思いの素敵な財布を作りました。「リサイクルに
ついて学ぶことができてよかった、お財布が作れて楽
しかった」と大好評でした。（７月26日） ▲段ボールを使った財布づくりの様子

大垪和みどりの少年隊
全国緑の少年団連盟会長賞を受賞
　賞には、これまでの活動や成果が特に優れている隊が選ば
れます。大垪和みどりの少年隊は、５月に岡山市で開かれた
第74回全国植樹祭で天皇皇后両陛下のお手

て

播
ま

きや記念植樹
の介添え、大会宣言を行うなど大きな役割を果たしました。
　同隊は昭和58年発足。現在隊員21人で緑の募金活動、地域
の清掃などの緑化推進活動を行っています。隊員は「いろい
ろな人と仲良くなれるのが楽しい。後輩にもこの活動を引き
継いでいきたい」と笑顔で話してくれました。（７月26日）
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　下水道を正しく使いましょう

家庭や企業から出る汚水は地下の下水道管を通り、ポンプの力を借りて処理場へと送られます。
下水道へ流してもよいものは、汚水だけです。それ以外のものは下水道へ絶対に流さないでください。

下 水 道 管 の 中 に 異 物 が 入 る と …

●下水道管が詰まります

●ポンプが故障してしまいます

●ポンプの故障により汚水が逆流し、
　家庭の排水口からあふれ出ることも
　あります

問 上下水道課　☎０８６８（６６）３０８４

●
油
を
流
さ
な
い

　
　石
け
ん
と
水
と
油
が
化
合
す

る
と
凝
固
し
て
下
水
道
管
を
つ

ま
ら
せ
ま
す
。
油
類
は
紙
で
拭

き
取
っ
て
ご
み
と
一
緒
に
捨
て

ま
し
ょ
う
。

●
髪
の
毛
を
流
さ
な
い

　
　髪
の
毛
は
分
解
し
に
く
い
だ

け
で
な
く
、
下
水
道
管
の
中
で

汚
物
を
引
っ
掛
け
、
詰
ま
ら
せ

て
し
ま
い
ま
す
。
必
ず
取
り
除

く
習
慣
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
洗
剤
を
使
い
す
ぎ
な
い

　
　洗
濯
洗
剤
は
適
量
を
。
処
理

場
の
微
生
物
の
働
き
が
衰
え
て

し
ま
い
ま
す
。

●
雨
水
、
砂
石
は
流
さ
な
い

　
　美
咲
町
の
下
水
道
は
汚
水
の

み
を
処
理
す
る
施
設
で
す
。
雨

水
は
絶
対
流
さ
な
い
で
く
だ
さ

い
。
砂
石
は
詰
ま
り
の
も
と
に

な
り
ま
す
。

※
過
去
に
は
、
タ
オ
ル
、
紙
お
む
つ
、

お
も
ち
ゃ
な
ど
が
流
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
ポ
ン
プ
に
絡
ま
り
ポ
ン

プ
を
故
障
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。

ポ
ン
プ
の
復
旧
ま
で
に
は
多
く
の

労
力
と
費
用
が
か
か
り
ま
す
。

●
生
ご
み
を
捨
て
な
い

　
　生
ご
み
、
野
菜
く
ず
、
割
り

箸
、
つ
ま
よ
う
じ
、
ビ
ニ
ー
ル

片
な
ど
は
下
水
道
管
を
詰
ま
ら

せ
る
原
因
に
な
り
ま
す
。
必
ず
、

可
燃
ご
み
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ト
イ
レ
に
物
を
流
さ
な
い

　
　水
洗
ト
イ
レ
で
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
以
外
の
紙
は
流
さ
な

い
よ
う
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

タ
オ
ル
、
手
ぬ
ぐ
い
、
紙
お
む

つ
、
マ
ス
ク
、
下
着
、
た
ば
こ
、

そ
の
他
固
形
物
も
流
さ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

▶
汚
水
と
一
緒
に
流
れ
て
き
た
マ
ス

ク
や
ブ
ラ
シ
な
ど
が
引
っ
か
か
り
、

ポ
ン
プ
の
機
能
が
停
止
し
て
し

ま
っ
た
た
め
、
点
検
・
修
理
の
た

め
に
ポ
ン
プ
を
引
き
上
げ
て
い
る
。

９月10日は下水道の日９月10日は下水道の日
下水道を正しく使いましょう下水道を正しく使いましょう

イラスト：
日本下水道協会提供
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　 行財政改革「賢く収縮」するまちづくり

問 理財課　☎０８６８（６６）１６１０　蕭０８６８（６６）２０３８

令和６年度  第１回  美咲町令和６年度  第１回  美咲町 行財政改革審議会開催行財政改革審議会開催

　毎年１つのテーマを作り、専門部会を立ち上げ、個別に具体的な審議を行っています。
　水道事業は住民の暮らしに非常に密着した重要なものですが、管路や設備の老朽化・漏水などによる修繕の
多発・料金の見直しなど様々な課題があります。
　令和６年度は専門部会を設置し、論点を整理しながら各課題について慎重に協議を行い、方向性を示していくこと
としました。 

水道事業専門部会の設置

　美咲町行財政改革大綱として策定した「美咲町経営マネジメント指針」の策定期間が令和６年度までとなっており、
内容の見直し・改訂に向けた取り組みが必要です。
　本審議会では、これまでの行財政改革の取り組みや効果を検証しながら、指針の見直しについて検討していく
こととしました。

新たな「美咲町経営マネジメント指針」の策定について

　７月５日、打穴通いの場事業「にこにこ学び講座」のなかで、行財政改
革についてお話の機会をいただきました。
　人口や税収の減少など美咲町を取り巻く様々な課題をお伝えし、行財政
改革に取り組むこととなった背景や必要性をご説明しました。行財政改革
に向けた町の取り組みもいくつかご紹介し、説明後には住民の方から町内
の施設に関すること、不安に感じていること、改正された補助金について
などの質問もいただき、双方の思いや考えを共有できた時間となりました。

美咲町まちづくり出前講座で “行財政改革”

美咲町経営マネジメント指針で示された６つの改革の柱令和６年度の取り組み
①公有財産マネジメントの推進
　●水道施設長寿命化に向けた計画的な維持管理
　（上下水道課）
　●柵原学園開校に伴う廃校施設（公有財産）の処分
　（教育総務課）
②民間活力活用の推進
　●官民共創事業の実施による課題解決、住民福祉の向上
　（みさき共創室） 
③行政経営の推進
　●広報活動・情報発信の集約化
　（みさき共創室）
　●子育て支援施策事業の洗い出し、支援プランの見直し
　（こども笑顔課）
　●滞納債権の縮減に向けた取り組み、各債権担当者の人材育成
　（税務課）
　●ふるさと納税の返礼品強化、寄付増額に向けた取り組みの検証
　（みさき共創室）

④住民ニーズに合わせた事業見直し 
　●多様なニーズに応える生涯学習講座の提供
　（生涯学習課）
　●補助金のあり方見直し
　（理財課） 
⑤行政組織力の向上
　●住民の心豊かな暮らしの実現に向けたDXの推進
　（くらし安全課）  
⑥住民との協働 
　●小規模多機能自治の推進
　（地域みらい課） 

　６月24日、「賢く収縮」するまちづくりを進めるため行財政改革審議会を開催し、昨年度同審議会が
取りまとめた意見書に基づいて、役場の担当課から今後の取り組みが説明されました。         
　また、令和６年度の審議会では、水道事業専門部会の設置、行財政改革大綱「美咲町経営マネジメ
ント指針」の改訂の検討をしていくこととし、審議会としての協議の方向性を確認しました。

「にこにこ学び講座」～行財政改革について知ろう～

※取り組みの詳細は
　町ホームページを
　ご確認ください
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元気もりもり、みんなで健康 問 健康推進課
　 ☎０８６８（６６）１１９５

９月は健康増進普及月間です

　高齢化や社会生活環境などの急激な変化に伴い、糖尿病・がん・心臓病・脳卒中などに代
表される生活習慣病の増加が大きな問題となっています。
　厚生労働省は、生活習慣病や運動・食事・禁煙などの生活習慣改善について理解を深め、
実践を促すため、毎年９月１日から30日までの１カ月間を「健康増進普及月間」と定めて
います。
　美咲町では、基本健診・がん検診・出前講座・サロン健康教室・健康ポイントなど、健康
で過ごすための健(検)診や講座など行っておりますので、ご活用ください。
　また、美咲町保健福祉総合計画期間満了を踏まえ、今年から「健康みさき21～美咲町第
３次健康増進計画・食育推進計画～」を新たに策定しました。こちらは町民の皆さまの健康
調査アンケートから、健康づくりの計画を立てておりますので、ぜひご覧ください。

１に運動  ２に食事  しっかり禁煙  よい睡眠
～健康寿命の延伸～

１ 運　動
　運動は、生活習慣病予防やフレイル予防に効果があると言われてい
ますが、美咲町民は運動習慣のない人が多いです。
　まずは運動習慣をつけて、毎日＋10分運動をしましょう。

２ 食　事
　１日３食、バランスの良い食事は健康な体づくりの基本です。主食・
主菜・副菜をそろえた食事を心がけましょう。

３ 禁　煙
　たばこには5,300種類以上の化学物質と70種類以上の発がん物質
が含まれており、がんや認知症などの原因になると言われています。
禁煙外来を活用して上手に禁煙しましょう。

健康みさき21
～美咲町第3次健康増進計画・食育推進計画～

HP：厚生労働省
スマートライフプロジェクト

　
10
月
27
日
㈰
は
、
岡
山
県
知
事
選
挙

の
投
票
日
で
す
。
今
後
４
年
間
、
県
政

を
担
っ
て
い
く
私
た
ち
の
代
表
を
選
ぶ

大
切
な
選
挙
で
す
。

【
告

　示
】
10
月
10
日
㈭

【
投
票
日
】
10
月
27
日
㈰

　
　
　
　
　
午
前
７
時
～
午
後
６
時

■「
期
日
前
投
票
」を
利
用
し
ま
し
ょ
う
！

　
選
挙
当
日
に
投
票
に
行
け
な
い
人

や
、
遠
方
に
滞
在
し
て
い
る
人
は
「
期

日
前
投
票
」
や
「
不
在
者
投
票
」
を
利

用
し
て
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
期
日
前
投
票
】

　
10
月
11
日
㈮
～ 

10
月
26
日
㈯

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

　
美
咲
町
役
場
本
庁
、
旭
総
合
支
所
、　

　
柵
原
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

※
投
票
日
と
期
日
前
投
票
期
間
で
は
投
票
時
間

　が
異
な
り
ま
す
。

★
投
票
は
18
歳
か
ら
！

【
投
票
で
き
る
人
】

　平
成
18
年
10
月
28
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

★
第
２
投
票
区
の
投
票
所
が
変
わ
り
ま
す

　
岡
山
県
知
事
選

挙
か
ら
、
第
２
投

票
区
の
投
票
所
が

こ
れ
ま
で
の
「
中

央
保
健
セ
ン
タ
ー
」

か
ら
「
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
」
に
変

わ
り
ま
す
。

　
第
２
投
票
区
の

皆
さ
ま
は
お
間
違

え
の
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

選
挙
に
行
こ
う
！ 

投
票
を
し
よ
う
！

10
月
27
日

　岡
山
県
知
事
選
挙

有
権
者
の
皆
さ
ま
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

明るい選挙キャラクター
選挙のめいすいくん
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町のけいじばん役場での各種手続きには、身分証明書（運転免許証など）が必要です。場合によっては印鑑が必要なことがあります。
その他必要なものは事前に各課へお問い合わせください。

申
請・手
続
き

【
新
設
】
在
宅
で
重
度
障
害
者
を

介
護
し
て
い
る
人
へ
の
手
当

【
条
件
緩
和
】
在
宅
で
介
護
し
て

い
る
人
へ
の
手
当

【
問
い
合
わ
せ
】
住
民
生
活
課

☎
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
１
４

5
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
６
１

就
職
定
住
促
進
祝
金
　
５
万
円

■
対
　
象

　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

・
新
規
学
卒
で
就
職
（
新
規
学
卒
…
中
学

校
以
上
を
卒
業
後
１
年
以
内
）

・
40
歳
未
満
で
町
内
に
住
ん
で
お
り
、
今

後
も
定
住
す
る
意
思
が
あ
る

■
必
要
書
類

・
卒
業
証
書
な
ど
の
写
し

・
健
康
保
険
証
の
写
し
ま
た
は
事
業
主
の

雇
用
証
明
な
ど

結
婚
定
住
促
進
祝
金
　
５
万
円

■
対
　
象

　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
夫
婦

・
結
婚
か
ら
１
年
以
内

・
ど
ち
ら
か
が
結
婚
前
か
ら
町
内
に
定
住

し
て
お
り
、
今
後
も
定
住
す
る
意
思
が

あ
る

・
ど
ち
ら
か
が
40
歳
未
満

■
必
要
書
類

・
戸
籍
謄
本
ま
た
は
婚
姻
届
受
理
証
明

・
住
民
票

・
納
税
証
明
書

※
偽
り
そ
の
他
不
正
な
手
段
に
よ
り
祝
金

を
受
け
取
っ
た
場
合
は
返
還
と
な
り
ま

す
。

※
３
年
経
過
以
前
に
転
出
さ
れ
た
場
合

は
、
返
還
の
対
象
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

■
申
請
窓
口

　
住
民
生
活
課

　
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課

（
在
宅
重
度
障
害
者
介
護
者
支
援
手
当
）

【
問
い
合
わ
せ
】
福
祉
事
務
所

☎
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
２
９

5
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
６
７

　
要
件
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
に
は

個
別
に
案
内
を
送
り
ま
す
。

■
対
　
象

　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

①
特
別
障
害
者
手
当
の
受
給
資
格
の
認
定

を
受
け
て
い
る
人
を
、
令
和
６
年
４
月

～
９
月
の
間
に
３
カ
月
以
上
在
宅
で
介

護
し
て
い
る

②
介
護
を
し
て
い
る
人
、
介
護
を
受
け
て

い
る
人
の
ど
ち
ら
も
美
咲
町
に
住
所
が

あ
る

※
対
象
外
＝
１
日
以
上
の
入
院
・
入
所
系

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
、
ま
た
は
15
日
以
上

の
短
期
入
所
を
し
た
月
。

■
支
給
額
（
ひ
と
月
あ
た
り
）

　
４
千
円

（
在
宅
介
護
者
支
援
手
当
）

【
問
い
合
わ
せ
】
福
祉
事
務
所

☎
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
２
９

5
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
６
７

　
こ
れ
ま
で
は
１
日
で
も
入
所
宿
泊
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
た
月
は
対
象
外
で
し
た

が
、
14
日
以
内
の
月
は
対
象
に
な
り
ま
し

た
。

■
対
　
象

　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

①
要
介
護
４
以
上
の
認
定
を
受
け
た
人

を
、
令
和
６
年
４
月
～
９
月
の
間
に
３

カ
月
以
上
在
宅
で
介
護
を
し
て
い
る
。

（
要
支
援
１
か
ら
要
介
護
３
と
認
定
さ

れ
た
期
間
は
除
く
）

②
介
護
を
し
て
い
る
人
、
介
護
を
受
け
て

い
る
人
の
ど
ち
ら
も
美
咲
町
に
住
所
が

あ
る
。

※
対
象
外
＝
１
日
以
上
の
入
院
・
介
護
保

険
施
設
へ
の
入
所
、
ま
た
は
15
日
以
上

の
入
所
宿
泊
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た

月
。

■
必
要
な
も
の

・
介
護
を
受
け
て
い
る
人
の
健
康
保
険
証

・
介
護
者
の
振
込
口
座
が
わ
か
る
も
の

（
通
帳
な
ど
の
写
し
）

■
申
請
期
限

　
10
月
31
日
㈭

【
問
い
合
わ
せ
】
健
康
推
進
課

☎
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
９
５

5
０
８
６
８
（
６
６
）
２
０
３
８

　
あ
な
た
の
周
り
で
悩
み
ご
と
を
抱
え
て

い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
？
周
囲
が
ち
ょ
っ

と
し
た
変
化
に
気
づ
き
、
声
を
か
け
る
こ

と
で
自
殺
を
防
げ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

あ
な
た
は
大
丈
夫
で
す
か
？

　
心
が
も
や
も
や
し
た
り
ざ
わ
つ
い
た
り

し
た
ら
、
一
人
で
悩
ま
ず
相
談
し
ま
し
ょ

【
問
い
合
わ
せ
】
く
ら
し
安
全
課

☎
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
１
２

5
０
８
６
８
（
６
６
）
３
０
８
１

　
岡
山
県
自
転
車
の
安
全
で
適
正
な
利
用

の
促
進
に
関
す
る
条
例
が
、
施
行
さ
れ
ま

し
た
。

　
そ
れ
に
伴
い
、
令
和
６
年
10
月
１
日
か

ら
自
転
車
保
険
の
加
入
が
義
務
化
さ
れ
ま

す
。

　
万
が
一
の
自
転
車
利
用
時
の
加
害
事
故

に
備
え
る
自
転
車
保
険

で
す
の
で
、
加
入
に
ご

協
力
お
願
い
し
ま
す
。

う
。
話
を
す
る
こ
と
で
心
が
軽
く
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
大
切
な
命
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

　
第
２
次
美
咲
町
自
殺
対
策
計
画
を
策
定

し
、「
誰
も
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と

の
な
い
美
咲
町
～
自
殺
ゼ
ロ
を
め
ざ
し
て

～
」
を
テ
ー
マ
に
町
全
体

で
取
り
組
み
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
こ
ど
も
笑
顔
課

☎
０
８
６
８
（
６
６
）
１
６
１
８

5
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
６
７

　
家
事
・
育
児
な
ど
に
対
し
て
不
安
や
負

担
を
抱
え
る
家
庭
に
、
美
咲
町
と
契
約
し

た
事
業
所
か
ら
ヘ
ル
パ
ー（
訪
問
支
援
員
）

を
派
遣
し
、
家
事
・
育
児
な
ど
の
支
援
を

行
い
ま
す
。

■
支
援
の
内
容

①
家
事
支
援

　
食
事
の
準
備
や
片
付
け
な
ど

②
育
児
支
援

　
授
乳
や
食
事
の
世
話
な
ど

③
子
育
て
に
関
す
る
相
談
な
ど

④
そ
の
他

■
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
間

・
１
回
の
利
用
は
１
時
間
単
位
で
２
時
間

ま
で

・
１
カ
月
あ
た
り
の
利
用
は
４
回
ま
で

■
利
用
負
担

・
生
活
保
護
世
帯
、
住
民
税
非
課
税
世
帯

　
＝
無
料

・
そ
の
他
の
世
帯

　
＝
５
０
０
円
／
１
時
間

　
ご
利
用
に
つ
い
て
は
、
こ
ど
も
笑
顔
課

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
こ
ど
も
笑
顔
課

☎
０
８
６
８
（
６
６
）
１
６
１
８

5
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
６
７

　
高
校
生
年
代
ま
で
の
児
童
が
い
る
世
帯

が
支
給
対
象
と
な
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、

所
得
制
限
が
撤
廃
さ
れ
る
な
ど
、
制
度
が

拡
充
さ
れ
ま
す
。

　
新
た
に
申
請
が
必
要
と
な
る
人
に
は
、

認
定
請
求
書
類
を
郵
送
し
て
い
ま
す
の

で
、
請
求
書
類
に
記
載
の
期
限
ま
で
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

（
祝
金
）

就
職
・
結
婚
し
た
人
へ

９
月
10
日
～
16
日
は

自
殺
予
防
週
間
で
す

10
月
１
日
か
ら
自
転
車
保
険
へ
の
加
入
が

義
務
化
さ
れ
ま
す

子
育
て
世
帯
訪
問
支
援
事
業
が

始
ま
り
ま
し
た（
９
月
１
日
か
ら
）

児
童
手
当
が
拡
充
さ
れ
ま
す

令
和
６
年
10
月
（
令
和
６
年
12
月
支
払
）
か
ら

いのちの電話

自殺対策計画
岡山県

自転車条例
相談窓口一覧

　10月以降、順次変更されたものが流通する予定です。（在庫が終了するまで現在のタイプも販売
します）
　袋の色や素材は同じで、販売価格も変わりません。現在のごみ袋も継続して使用していただけま
す。ごみ処理経費の抑制を図るために形状変更を行います。ご理解ご協力をよろしくお願いします。

　在庫状況により、可燃用45Ｌ（白色）と
プラ容器用45Ｌ（ピンク色）が早めに流通
します。
　その他のサイズや、不燃用袋は、現在の
ロールタイプの在庫が終了するまで、しば
らくの間、継続して販売します。

【注意】
近隣の自治体と類似した梱包となります
ので、表示を確認してから、ご購入くだ
さい。

現在（ロール式）10枚１ロール（１枚ずつ切り取って使うタイプ）

新規（平折り式）10枚１袋（１枚ずつ袋から取り出すタイプ）

ごみ袋の形状が変わります

【問い合わせ】住民生活課　☎０８６８（６６）１１１４　5０８６８（６６）１１６１

外装

外装

本体

本体
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町のけいじばん役場での各種手続きには、身分証明書（運転免許証など）が必要です。場合によっては印鑑が必要なことがあります。
その他必要なものは事前に各課へお問い合わせください。

申
請・手
続
き

【
新
設
】
在
宅
で
重
度
障
害
者
を

介
護
し
て
い
る
人
へ
の
手
当

【
条
件
緩
和
】
在
宅
で
介
護
し
て

い
る
人
へ
の
手
当

【
問
い
合
わ
せ
】
住
民
生
活
課

☎
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
１
４

5
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
６
１

就
職
定
住
促
進
祝
金
　
５
万
円

■
対
　
象

　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

・
新
規
学
卒
で
就
職
（
新
規
学
卒
…
中
学

校
以
上
を
卒
業
後
１
年
以
内
）

・
40
歳
未
満
で
町
内
に
住
ん
で
お
り
、
今

後
も
定
住
す
る
意
思
が
あ
る

■
必
要
書
類

・
卒
業
証
書
な
ど
の
写
し

・
健
康
保
険
証
の
写
し
ま
た
は
事
業
主
の

雇
用
証
明
な
ど

結
婚
定
住
促
進
祝
金
　
５
万
円

■
対
　
象

　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
夫
婦

・
結
婚
か
ら
１
年
以
内

・
ど
ち
ら
か
が
結
婚
前
か
ら
町
内
に
定
住

し
て
お
り
、
今
後
も
定
住
す
る
意
思
が

あ
る

・
ど
ち
ら
か
が
40
歳
未
満

■
必
要
書
類

・
戸
籍
謄
本
ま
た
は
婚
姻
届
受
理
証
明

・
住
民
票

・
納
税
証
明
書

※
偽
り
そ
の
他
不
正
な
手
段
に
よ
り
祝
金

を
受
け
取
っ
た
場
合
は
返
還
と
な
り
ま

す
。

※
３
年
経
過
以
前
に
転
出
さ
れ
た
場
合

は
、
返
還
の
対
象
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

■
申
請
窓
口

　
住
民
生
活
課

　
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課

（
在
宅
重
度
障
害
者
介
護
者
支
援
手
当
）

【
問
い
合
わ
せ
】
福
祉
事
務
所

☎
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
２
９

5
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
６
７

　
要
件
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
に
は

個
別
に
案
内
を
送
り
ま
す
。

■
対
　
象

　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

①
特
別
障
害
者
手
当
の
受
給
資
格
の
認
定

を
受
け
て
い
る
人
を
、
令
和
６
年
４
月

～
９
月
の
間
に
３
カ
月
以
上
在
宅
で
介

護
し
て
い
る

②
介
護
を
し
て
い
る
人
、
介
護
を
受
け
て

い
る
人
の
ど
ち
ら
も
美
咲
町
に
住
所
が

あ
る

※
対
象
外
＝
１
日
以
上
の
入
院
・
入
所
系

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
、
ま
た
は
15
日
以
上

の
短
期
入
所
を
し
た
月
。

■
支
給
額
（
ひ
と
月
あ
た
り
）

　
４
千
円

（
在
宅
介
護
者
支
援
手
当
）

【
問
い
合
わ
せ
】
福
祉
事
務
所

☎
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
２
９

5
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
６
７

　
こ
れ
ま
で
は
１
日
で
も
入
所
宿
泊
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
た
月
は
対
象
外
で
し
た

が
、
14
日
以
内
の
月
は
対
象
に
な
り
ま
し

た
。

■
対
　
象

　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

①
要
介
護
４
以
上
の
認
定
を
受
け
た
人

を
、
令
和
６
年
４
月
～
９
月
の
間
に
３

カ
月
以
上
在
宅
で
介
護
を
し
て
い
る
。

（
要
支
援
１
か
ら
要
介
護
３
と
認
定
さ

れ
た
期
間
は
除
く
）

②
介
護
を
し
て
い
る
人
、
介
護
を
受
け
て

い
る
人
の
ど
ち
ら
も
美
咲
町
に
住
所
が

あ
る
。

※
対
象
外
＝
１
日
以
上
の
入
院
・
介
護
保

険
施
設
へ
の
入
所
、
ま
た
は
15
日
以
上

の
入
所
宿
泊
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た

月
。

■
必
要
な
も
の

・
介
護
を
受
け
て
い
る
人
の
健
康
保
険
証

・
介
護
者
の
振
込
口
座
が
わ
か
る
も
の

（
通
帳
な
ど
の
写
し
）

■
申
請
期
限

　
10
月
31
日
㈭

【
問
い
合
わ
せ
】
健
康
推
進
課

☎
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
９
５

5
０
８
６
８
（
６
６
）
２
０
３
８

　
あ
な
た
の
周
り
で
悩
み
ご
と
を
抱
え
て

い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
？
周
囲
が
ち
ょ
っ

と
し
た
変
化
に
気
づ
き
、
声
を
か
け
る
こ

と
で
自
殺
を
防
げ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

あ
な
た
は
大
丈
夫
で
す
か
？

　
心
が
も
や
も
や
し
た
り
ざ
わ
つ
い
た
り

し
た
ら
、
一
人
で
悩
ま
ず
相
談
し
ま
し
ょ

【
問
い
合
わ
せ
】
く
ら
し
安
全
課

☎
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
１
２

5
０
８
６
８
（
６
６
）
３
０
８
１

　
岡
山
県
自
転
車
の
安
全
で
適
正
な
利
用

の
促
進
に
関
す
る
条
例
が
、
施
行
さ
れ
ま

し
た
。

　
そ
れ
に
伴
い
、
令
和
６
年
10
月
１
日
か

ら
自
転
車
保
険
の
加
入
が
義
務
化
さ
れ
ま

す
。

　
万
が
一
の
自
転
車
利
用
時
の
加
害
事
故

に
備
え
る
自
転
車
保
険

で
す
の
で
、
加
入
に
ご

協
力
お
願
い
し
ま
す
。

う
。
話
を
す
る
こ
と
で
心
が
軽
く
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
大
切
な
命
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

　
第
２
次
美
咲
町
自
殺
対
策
計
画
を
策
定

し
、「
誰
も
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と

の
な
い
美
咲
町
～
自
殺
ゼ
ロ
を
め
ざ
し
て

～
」
を
テ
ー
マ
に
町
全
体

で
取
り
組
み
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
こ
ど
も
笑
顔
課

☎
０
８
６
８
（
６
６
）
１
６
１
８

5
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
６
７

　
家
事
・
育
児
な
ど
に
対
し
て
不
安
や
負

担
を
抱
え
る
家
庭
に
、
美
咲
町
と
契
約
し

た
事
業
所
か
ら
ヘ
ル
パ
ー（
訪
問
支
援
員
）

を
派
遣
し
、
家
事
・
育
児
な
ど
の
支
援
を

行
い
ま
す
。

■
支
援
の
内
容

①
家
事
支
援

　
食
事
の
準
備
や
片
付
け
な
ど

②
育
児
支
援

　
授
乳
や
食
事
の
世
話
な
ど

③
子
育
て
に
関
す
る
相
談
な
ど

④
そ
の
他

■
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
間

・
１
回
の
利
用
は
１
時
間
単
位
で
２
時
間

ま
で

・
１
カ
月
あ
た
り
の
利
用
は
４
回
ま
で

■
利
用
負
担

・
生
活
保
護
世
帯
、
住
民
税
非
課
税
世
帯

　
＝
無
料

・
そ
の
他
の
世
帯

　
＝
５
０
０
円
／
１
時
間

　
ご
利
用
に
つ
い
て
は
、
こ
ど
も
笑
顔
課

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
こ
ど
も
笑
顔
課

☎
０
８
６
８
（
６
６
）
１
６
１
８

5
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
６
７

　
高
校
生
年
代
ま
で
の
児
童
が
い
る
世
帯

が
支
給
対
象
と
な
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、

所
得
制
限
が
撤
廃
さ
れ
る
な
ど
、
制
度
が

拡
充
さ
れ
ま
す
。

　
新
た
に
申
請
が
必
要
と
な
る
人
に
は
、

認
定
請
求
書
類
を
郵
送
し
て
い
ま
す
の

で
、
請
求
書
類
に
記
載
の
期
限
ま
で
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

（
祝
金
）

就
職
・
結
婚
し
た
人
へ

９
月
10
日
～
16
日
は

自
殺
予
防
週
間
で
す

10
月
１
日
か
ら
自
転
車
保
険
へ
の
加
入
が

義
務
化
さ
れ
ま
す

子
育
て
世
帯
訪
問
支
援
事
業
が

始
ま
り
ま
し
た（
９
月
１
日
か
ら
）

児
童
手
当
が
拡
充
さ
れ
ま
す

令
和
６
年
10
月
（
令
和
６
年
12
月
支
払
）
か
ら

いのちの電話

自殺対策計画
岡山県

自転車条例
相談窓口一覧

　10月以降、順次変更されたものが流通する予定です。（在庫が終了するまで現在のタイプも販売
します）
　袋の色や素材は同じで、販売価格も変わりません。現在のごみ袋も継続して使用していただけま
す。ごみ処理経費の抑制を図るために形状変更を行います。ご理解ご協力をよろしくお願いします。

　在庫状況により、可燃用45Ｌ（白色）と
プラ容器用45Ｌ（ピンク色）が早めに流通
します。
　その他のサイズや、不燃用袋は、現在の
ロールタイプの在庫が終了するまで、しば
らくの間、継続して販売します。

【注意】
近隣の自治体と類似した梱包となります
ので、表示を確認してから、ご購入くだ
さい。

現在（ロール式）10枚１ロール（１枚ずつ切り取って使うタイプ）

新規（平折り式）10枚１袋（１枚ずつ袋から取り出すタイプ）

ごみ袋の形状が変わります

【問い合わせ】住民生活課　☎０８６８（６６）１１１４　5０８６８（６６）１１６１

外装

外装

本体

本体
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町のけいじばん役場での各種手続きには、身分証明書（運転免許証など）が必要です。場合によっては印鑑が必要なことがあります。
その他必要なものは事前に各課へお問い合わせください。

【
問
い
合
わ
せ
】
久
米
郡
森
林
組
合

☎
０
８
６
８
（
６
６
）
０
０
５
３

■
対
象
者

　
山
で
の
仕
事
に
興
味
の
あ
る
人
（
15
～

65
歳
く
ら
い
ま
で
）

■
内
容
（
予
定
）

・
木
の
伐
採
、
搬
出
作
業

・
森
林
調
査
、
測
量
、
重
機
使
用
な
ど
の

実
地
研
修

・
林
業
の
概
要
や
、
安
全
教
育
講
習
な
ど

の
講
義

・
町
内
林
業
者
と
の
意
見
交
換
会
、
就
職

相
談
会

・
木
材
市
場
な
ど
の
林
業
関
連
施
設
の
見

学
■
日
　
時

　
11
月
23
日
㈯
・
24
日
㈰

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分
（
予
定
）

■
集
合
場
所

　
美
咲
町
林
業
セ
ン
タ
ー

（
原
田
３
１
１
１
︱
３
）

■
参
加
費

　
無
料

■
申
込
期
限

　
11
月
15
日
㈮

■
募
集
人
数

　
先
着
８
人

※
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
情
報
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。

募
集

あ
な
た
も
山
の
仕
事
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

美
咲
町
フ
ォ
レ
ス
ト
ス
ク
ー
ル

【
問
い
合
わ
せ
】
住
民
生
活
課

☎
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
１
４

5
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
６
１

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
休
日
窓
口
を

開
設
し
ま
す
。
休
日
窓
口
で
は
、
カ
ー
ド

の
申
請
と
受
け
取
り
・
更
新
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
受
け
取
り
を
す
る
人
は
事

前
に
通
知
し
て
い
ま
す
の
で
、
予
約
を
お

願
い
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

※
住
民
票
・
戸
籍
な
ど
の
証
明
書
発
行
、

住
民
異
動
（
転
入
・
転
出
な
ど
）
の
手

続
き
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
日
　
時

　
９
月
29
日
㈰

　
午
前
8
時
30
分
～
正
午

■
開
設
窓
口

　
住
民
生
活
課

　
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課

【
問
い
合
わ
せ
】
産
業
観
光
課

☎
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
１
８

5
０
８
６
８
（
６
６
）
７
６
２
２

　
相
続
な
ど
で
新
た
に
森
林
（
山
林
や
保

安
林
）
を
取
得
し
た
人
は
役
場
へ
届
け
出

が
必
要
で
す
。

■
届
け
出
の
対
象
と
な
る
人

　
売
買
や
相
続
・
贈
与
・
法
人
の
合
併
な

ど
で
森
林
を
取
得
し
た
個
人
お
よ
び
法
人

（
面
積
規
模
問
わ
ず
）。

■
届
け
出
に
必
要
な
も
の

・
森
林
の
土
地
の
所
有
者
届
出
書

・
登
記
事
項
証
明
書
（
写
し
可
）
ま
た
は

土
地
売
買
契
約
書
な
ど
権
利
取
得
が
分

か
る
書
類
の
写
し
（
現
所
有
者
・
前
所

有
者
の
わ
か
る
も
の
）

・
土
地
位
置
図

■
届
け
出
の
期
限

　
所
有
者
と
な
っ
た
日
か
ら
90
日
以
内

■
届
け
出
先

　
産
業
観
光
課

　
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課

【
問
い
合
わ
せ
】
地
域
み
ら
い
課

☎
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
９
１

5
０
８
６
８
（
６
６
）
２
０
３
８

　
空
き
家
な
ど
の
不
動
産
・
登
記
・
相
続

の
相
談
に
宅
地
建
物
取
引
士
、
司
法
書
士

の
各
専
門
家
が
対
応
し
ま
す
。

■
日
　
時

　
９
月
21
日
㈯

　
午
前
９
時
～
正
午

■
会
　
場

　
美
咲
町
役
場
第
２
分
庁
舎

（
原
田
１
７
２
４
︱
３
）

■
定
　
員

　
先
着
６
組
（
１
組
30
分
程
度
）

■
申
し
込
み

　（
一
社
）
岡
山
住
ま
い
と
暮
ら
し
の
相

談
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
８
６
︱
２
０
６
︱

５
５
８
１
）
に
電
話

【
問
い
合
わ
せ
】
地
域
み
ら
い
課

☎
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
９
１

5
０
８
６
８
（
６
６
）
２
０
３
８

　
空
き
家
に
関
す
る
問
題
は
、
多
く
の
人

が
経
験
す
る
問
題
で
す
。
い
ざ
相
続
す
る

側
、
さ
れ
る
側
に
な
っ
た
時
に
ど
う
す
れ

ば
い
い
か
、
セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
？

　
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
に
は
個
別
相
談
会

【
問
い
合
わ
せ
】
美
咲
町
権
利
擁
護
セ
ン

タ
ー
（
福
祉
事
務
所
内
）

（
要
予
約
）
も
あ
り
ま
す
。

■
日
　
時

　
10
月
12
日
㈯

　
午
後
１
時
～
２
時

■
場
　
所

　
美
咲
町
役
場
第
２
分
庁
舎

（
原
田
１
７
２
４
︱
３
）

■
テ
ー
マ

　
空
き
家
に
な
る
前
に
・
空
き
家
に
な
っ

て
か
ら
知
っ
て
お
く
べ
き
こ
と

■
講
　
師

　
特
定
非
営
利
活
動
法
人

空
き
家
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

代
表
理
事
　
有
江
正
太
氏

■
そ
の
他

　
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
（
午
後
２
時
10
分
～

４
時
）
に
事
前
予
約
制
で
講
師
に
よ
る
個

別
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

☎
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
３
３

5
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
６
７

　
認
知
症
高
齢
者
、
知
的
障
害
者
な
ど
の

権
利
を
守
る
「
成
年
後
見
制
度
」
の
担
い

手
「
市
民
後
見
人
」
を
養
成
し
ま
す
。

■
日
　
時

　
10
月
17
日
㈭
・
24
日
㈭
、
11
月
１
日
㈮
・

11
日
㈪
・
19
日
㈫
・
27
日
㈬
、
12
月
12
日

㈭■
場
　
所

　
津
山
市
総
合
福
祉
会
館

（
津
山
市
山
北
５
２
０
）

■
対
　
象

　
全
日
程
受
講
で
き
、
社
会
貢
献
に
意
欲

と
熱
意
の
あ
る
人
、
成
年
後
見
制
度
に
関

心
の
あ
る
人
。

■
定
　
員

　
50
人

■
受
講
料

　
８
千
円

■
申
込
方
法

　
申
込
書
（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷

可
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
ま
た
は
郵
送
す
る
。

■
締
め
切
り

　
９
月
20
日
㈮

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

休
日
窓
口
を
開
設
し
ま
す

新
た
に
森
林
を
取
得
し
た
と
き
は

届
け
出
が
必
要
で
す

空
き
家
な
ど
に
関
す
る
無
料
相
談
会

（
無
料
・
要
予
約
）

空
き
家
セ
ミ
ナ
ー
・

相
談
会

市
民
後
見
人
養
成
講
座

受
講
者
募
集
（
県
北
会
場
）

農
地
の
売
買
・
贈
与
・
貸
借
を
行
う
時
は

届
け
出
が
必
要
で
す

農
業
委
員
会
だ
よ
り

農
業
委
員
会
だ
よ
り

【
問
い
合
わ
せ
】
美
咲
町
農
業
委
員
会
（
産

業
観
光
課
内
）

☎
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
１
８

5
０
８
６
８
（
６
６
）
７
６
２
２

　
農
地
の
売
買
、
贈
与
、
貸
借
を
行
う
に

は
農
地
法
第
３
条
に
基
づ
く
農
業
委
員
会

の
許
可
が
必
要
で
す
。
こ
の
許
可
を
受
け

ず
に
行
っ
た
行
為
は
、
無
効
と
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
農
地
法
第
３
条
の
主
な
許
可
基
準

　
次
の
①
～
④
の
全
て
を
満
た
す
こ
と
。

①
申
請
農
地
を
含
め
、
所
有
し
て
い
る
農

地
や
借
り
て
い
る
農
地
す
べ
て
を
効
率

的
に
耕
作
す
る
こ
と

②
法
人
の
場
合
は
、
農
地
所
有
適
格
法
人

の
要
件
を
満
た
す
こ
と

③
申
請
者
ま
た
は
世
帯
員
な
ど
が
農
作
業

に
常
時
従
事
す
る
こ
と

④
申
請
農
地
周
辺
の
農
地
利
用
に
影
響
を

与
え
な
い
こ
と

町ホームページ

■
支
給
額
（
ひ
と
月
当
た
り
）

　
１
万
円

■
必
要
な
も
の

・
介
護
を
受
け
て
い
る
人
の
介
護
保
険
被

保
険
者
証
・
健
康
保
険
証

・
介
護
者
の
振
込
口
座
が
わ
か
る
も
の

（
通
帳
な
ど
の
写
し
）

■
申
請
期
限

　
10
月
31
日
㈭
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町のけいじばん役場での各種手続きには、身分証明書（運転免許証など）が必要です。場合によっては印鑑が必要なことがあります。
その他必要なものは事前に各課へお問い合わせください。

【
問
い
合
わ
せ
】
久
米
郡
森
林
組
合

☎
０
８
６
８
（
６
６
）
０
０
５
３

■
対
象
者

　
山
で
の
仕
事
に
興
味
の
あ
る
人
（
15
～

65
歳
く
ら
い
ま
で
）

■
内
容
（
予
定
）

・
木
の
伐
採
、
搬
出
作
業

・
森
林
調
査
、
測
量
、
重
機
使
用
な
ど
の

実
地
研
修

・
林
業
の
概
要
や
、
安
全
教
育
講
習
な
ど

の
講
義

・
町
内
林
業
者
と
の
意
見
交
換
会
、
就
職

相
談
会

・
木
材
市
場
な
ど
の
林
業
関
連
施
設
の
見

学
■
日
　
時

　
11
月
23
日
㈯
・
24
日
㈰

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分
（
予
定
）

■
集
合
場
所

　
美
咲
町
林
業
セ
ン
タ
ー

（
原
田
３
１
１
１
︱
３
）

■
参
加
費

　
無
料

■
申
込
期
限

　
11
月
15
日
㈮

■
募
集
人
数

　
先
着
８
人

※
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
情
報
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。

募
集

あ
な
た
も
山
の
仕
事
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

美
咲
町
フ
ォ
レ
ス
ト
ス
ク
ー
ル

【
問
い
合
わ
せ
】
住
民
生
活
課

☎
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
１
４

5
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
６
１

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
休
日
窓
口
を

開
設
し
ま
す
。
休
日
窓
口
で
は
、
カ
ー
ド

の
申
請
と
受
け
取
り
・
更
新
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
受
け
取
り
を
す
る
人
は
事

前
に
通
知
し
て
い
ま
す
の
で
、
予
約
を
お

願
い
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

※
住
民
票
・
戸
籍
な
ど
の
証
明
書
発
行
、

住
民
異
動
（
転
入
・
転
出
な
ど
）
の
手

続
き
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
日
　
時

　
９
月
29
日
㈰

　
午
前
8
時
30
分
～
正
午

■
開
設
窓
口

　
住
民
生
活
課

　
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課

【
問
い
合
わ
せ
】
産
業
観
光
課

☎
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
１
８

5
０
８
６
８
（
６
６
）
７
６
２
２

　
相
続
な
ど
で
新
た
に
森
林
（
山
林
や
保

安
林
）
を
取
得
し
た
人
は
役
場
へ
届
け
出

が
必
要
で
す
。

■
届
け
出
の
対
象
と
な
る
人

　
売
買
や
相
続
・
贈
与
・
法
人
の
合
併
な

ど
で
森
林
を
取
得
し
た
個
人
お
よ
び
法
人

（
面
積
規
模
問
わ
ず
）。

■
届
け
出
に
必
要
な
も
の

・
森
林
の
土
地
の
所
有
者
届
出
書

・
登
記
事
項
証
明
書
（
写
し
可
）
ま
た
は

土
地
売
買
契
約
書
な
ど
権
利
取
得
が
分

か
る
書
類
の
写
し
（
現
所
有
者
・
前
所

有
者
の
わ
か
る
も
の
）

・
土
地
位
置
図

■
届
け
出
の
期
限

　
所
有
者
と
な
っ
た
日
か
ら
90
日
以
内

■
届
け
出
先

　
産
業
観
光
課

　
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課

【
問
い
合
わ
せ
】
地
域
み
ら
い
課

☎
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
９
１

5
０
８
６
８
（
６
６
）
２
０
３
８

　
空
き
家
な
ど
の
不
動
産
・
登
記
・
相
続

の
相
談
に
宅
地
建
物
取
引
士
、
司
法
書
士

の
各
専
門
家
が
対
応
し
ま
す
。

■
日
　
時

　
９
月
21
日
㈯

　
午
前
９
時
～
正
午

■
会
　
場

　
美
咲
町
役
場
第
２
分
庁
舎

（
原
田
１
７
２
４
︱
３
）

■
定
　
員

　
先
着
６
組
（
１
組
30
分
程
度
）

■
申
し
込
み

　（
一
社
）
岡
山
住
ま
い
と
暮
ら
し
の
相

談
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
８
６
︱
２
０
６
︱

５
５
８
１
）
に
電
話

【
問
い
合
わ
せ
】
地
域
み
ら
い
課

☎
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
９
１

5
０
８
６
８
（
６
６
）
２
０
３
８

　
空
き
家
に
関
す
る
問
題
は
、
多
く
の
人

が
経
験
す
る
問
題
で
す
。
い
ざ
相
続
す
る

側
、
さ
れ
る
側
に
な
っ
た
時
に
ど
う
す
れ

ば
い
い
か
、
セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
？

　
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
に
は
個
別
相
談
会

【
問
い
合
わ
せ
】
美
咲
町
権
利
擁
護
セ
ン

タ
ー
（
福
祉
事
務
所
内
）

（
要
予
約
）
も
あ
り
ま
す
。

■
日
　
時

　
10
月
12
日
㈯

　
午
後
１
時
～
２
時

■
場
　
所

　
美
咲
町
役
場
第
２
分
庁
舎

（
原
田
１
７
２
４
︱
３
）

■
テ
ー
マ

　
空
き
家
に
な
る
前
に
・
空
き
家
に
な
っ

て
か
ら
知
っ
て
お
く
べ
き
こ
と

■
講
　
師

　
特
定
非
営
利
活
動
法
人

空
き
家
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

代
表
理
事
　
有
江
正
太
氏

■
そ
の
他

　
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
（
午
後
２
時
10
分
～

４
時
）
に
事
前
予
約
制
で
講
師
に
よ
る
個

別
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

☎
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
３
３

5
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
６
７

　
認
知
症
高
齢
者
、
知
的
障
害
者
な
ど
の

権
利
を
守
る
「
成
年
後
見
制
度
」
の
担
い

手
「
市
民
後
見
人
」
を
養
成
し
ま
す
。

■
日
　
時

　
10
月
17
日
㈭
・
24
日
㈭
、
11
月
１
日
㈮
・

11
日
㈪
・
19
日
㈫
・
27
日
㈬
、
12
月
12
日

㈭■
場
　
所

　
津
山
市
総
合
福
祉
会
館

（
津
山
市
山
北
５
２
０
）

■
対
　
象

　
全
日
程
受
講
で
き
、
社
会
貢
献
に
意
欲

と
熱
意
の
あ
る
人
、
成
年
後
見
制
度
に
関

心
の
あ
る
人
。

■
定
　
員

　
50
人

■
受
講
料

　
８
千
円

■
申
込
方
法

　
申
込
書
（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷

可
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
ま
た
は
郵
送
す
る
。

■
締
め
切
り

　
９
月
20
日
㈮

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

休
日
窓
口
を
開
設
し
ま
す

新
た
に
森
林
を
取
得
し
た
と
き
は

届
け
出
が
必
要
で
す

空
き
家
な
ど
に
関
す
る
無
料
相
談
会

（
無
料
・
要
予
約
）

空
き
家
セ
ミ
ナ
ー
・

相
談
会

市
民
後
見
人
養
成
講
座

受
講
者
募
集
（
県
北
会
場
）

農
地
の
売
買
・
贈
与
・
貸
借
を
行
う
時
は

届
け
出
が
必
要
で
す

農
業
委
員
会
だ
よ
り

農
業
委
員
会
だ
よ
り

【
問
い
合
わ
せ
】
美
咲
町
農
業
委
員
会
（
産

業
観
光
課
内
）

☎
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
１
８

5
０
８
６
８
（
６
６
）
７
６
２
２

　
農
地
の
売
買
、
贈
与
、
貸
借
を
行
う
に

は
農
地
法
第
３
条
に
基
づ
く
農
業
委
員
会

の
許
可
が
必
要
で
す
。
こ
の
許
可
を
受
け

ず
に
行
っ
た
行
為
は
、
無
効
と
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
農
地
法
第
３
条
の
主
な
許
可
基
準

　
次
の
①
～
④
の
全
て
を
満
た
す
こ
と
。

①
申
請
農
地
を
含
め
、
所
有
し
て
い
る
農

地
や
借
り
て
い
る
農
地
す
べ
て
を
効
率

的
に
耕
作
す
る
こ
と

②
法
人
の
場
合
は
、
農
地
所
有
適
格
法
人

の
要
件
を
満
た
す
こ
と

③
申
請
者
ま
た
は
世
帯
員
な
ど
が
農
作
業

に
常
時
従
事
す
る
こ
と

④
申
請
農
地
周
辺
の
農
地
利
用
に
影
響
を

与
え
な
い
こ
と

町ホームページ

■
支
給
額
（
ひ
と
月
当
た
り
）

　
１
万
円

■
必
要
な
も
の

・
介
護
を
受
け
て
い
る
人
の
介
護
保
険
被

保
険
者
証
・
健
康
保
険
証

・
介
護
者
の
振
込
口
座
が
わ
か
る
も
の

（
通
帳
な
ど
の
写
し
）

■
申
請
期
限

　
10
月
31
日
㈭
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町のけいじばん役場での各種手続きには、身分証明書（運転免許証など）が必要です。場合によっては印鑑が必要なことがあります。
その他必要なものは事前に各課へお問い合わせください。

【
問
い
合
わ
せ
】
産
業
観
光
課

☎
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
１
８

5
０
８
６
８
（
６
６
）
７
６
２
２

　
少
人
数
で
の
開
催
も
可
能
で
す
の
で
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
講
　
師

　
鳥
獣
害
対
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

井
上
雅
央
さ
ん

■
対
象
者

・
地
域
ぐ
る
み
で
鳥
獣
害
対
策
に
取
り
組

み
た
い
と
考
え
て
い
る

・
防
護
柵
を
設
置
し
て
も
被
害
が
止
ま
ら

な
い

・
果
樹
の
被
害
が
出
始
め
た

・
被
害
を
防
ぐ
方
法
を
学
び
た
い

な
ど
、鳥
獣
被
害
の
困
り
ご
と
が
あ
る
人
。

■
費
　
用

　
無
料

■
募
集
期
限

　
12
月
20
日
㈮
ま
で

鳥
獣
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
講
習
会
を

開
催
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

【
問
い
合
わ
せ
】
お
か
や
ま
出
会
い
・
結

婚
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
６
（
２
３
６
）
０
８
０
２

　
お
か
や
ま
縁
む
す
び
ネ
ッ
ト
は
、
岡
山

県
が
運
営
す
る
結
婚
支
援
シ
ス
テ
ム
で
、

津
山
セ
ン
タ
ー
で
は
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
が

丁
寧
に
対
応
し
ま
す
。

■
入
会
資
格

・
20
歳
以
上
の
独
身
男
女

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
メ
ー
ル
の
使
用
が

で
き
る
人

・
岡
山
県
内
に
在
住
・
在
勤
の
人
、
岡
山

で
結
婚
を
考
え
て
い
る
人

■
会
員
登
録
に
必
要
な
も
の

①
戸
籍
抄
本
ま
た
は
独
身
証
明
書

※
い
ず
れ
も
３
カ
月
以
内
発
行
の
原
本

②
健
康
保
険
証
（
本
人
お
よ
び
勤
務
先
の

確
認
）

③
写
真
付
き
身
分
証
明
書
（
運
転
免
許

証
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、パ
ス
ポ
ー

ト
　
な
ど
）

④
写
真

※
３
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
本
人
の
み
が

写
っ
て
い
る
も
の
（
上
半
身
、
サ
イ
ズ

は
Ｌ
判
程
度
の
縦
型
）

※
入
会
登
録
料
は
令
和
７
年
３
月
31
日
ま

で
無
料
で
す
。

■
登
録
場
所

　
お
か
や
ま
出
会
い
・
結
婚
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
津
山
（
津
山
市
新
魚
町
17
ア
ル
ネ

岡
山
で
素
敵
な
出
会
い
を

見
つ
け
ま
せ
ん
か
？

津
山
４
階
）

　
開
館
＝
午
前
10
時
～
午
後
７
時
（
日
～

木
）、
午
前
10
時
～
午
後
５
時
（
第
２
・

第
４
土
曜
日
）

〜
前
回
、
前
々
回
の
思
い
出
し
〜

　
朝
夕
は
め
っ
き
り
涼
し
く
な
っ
て

き
た
は
ず
な
ん
だ
け
ど
、
夏
バ
テ
解

消
で
き
た
か
な
。

　
前
回
は
サ
ル
が
来
た
と
い
う
合
図

に
爆
竹
を
鳴
ら
し
、
み
ん
な
が
飛
び

だ
し
て
花
火
や
棒
で
サ
ル
を
追
い
ま

わ
す
「
爆
竹
音
」＋「
恐
怖
体
験
」
と

い
う
関
連
付
け
が
効
果
的
。
単
に
爆

竹
を
鳴
ら
す
だ
け
で
は
、
爆
竹
に
慣

れ
さ
せ
て
逆
効
果
に
な
る
っ
て
話
を

し
た
。

〜
動
物
の
戦
略
・
人
の
戦
略
〜

《
野
生
動
物
を
守
り
た
い
》

　
さ
て
、
獣
害
対
策
を
長
年
や
っ
て

い
る
と
、
農
家
や
猟
師
さ
ん
な
ど
、

意
見
の
違
う
人
と
激
論
に
な
る
こ
と

も
多
い
。
お
互
い
が
被
害
を
何
と
か

し
た
い
と
考
え
る
か
ら
だ
。
そ
し
て

分
か
り
合
っ
て
、
気
付
け
ば
信
頼
関

係
が
生
ま
れ
て
い
る
。
だ
が
、
最
初

か
ら
ケ
ン
カ
に
も
な
ら
な
い
人
が
訪

ね
て
く
る
こ
と
も
あ
る
。

　「
野
生
動
物
が
人
間
の
都
合
で
殺

さ
れ
て
る
こ
と
が
許
せ
な
い
。
ウ
リ

坊
も
シ
カ
も
、
あ
ん
な
に
か
わ
い
い

の
に
。
何
と
か
命
を
守
っ
て
あ
げ
た

い
と
思
っ
て
・
・
・
」

　
あ
た
し
は
こ
う
い
う
来
客
が
一
番

苦
手
だ
。
か
わ
い
そ
う
、
守
り
た
い

の
思
い
だ
け
。

《
シ
カ
に
失
礼
で
す
よ
》

　
こ
ん
な
時
は
、
ケ
ン
カ
別
れ
承
知

で
言
い
た
い
こ
と
を
言
う
。

　「
失
礼
で
す
け
ど
、
ペ
ッ
ト
と
野

生
動
物
の
違
い
、
混
同
し
て
ま
せ
ん

か
？
ペ
ッ
ト
は
大
切
に
飼
わ
な
い
と

ダ
メ
で
す
。
か
わ
い
が
る
の
も
自
由

で
す
。
で
も
、
数
百
万
年
以
上
も
昔

か
ら
絶
滅
し
な
い
で
子
孫
を
つ
な
い

で
き
た
野
生
動
物
を
、
30
万
年
く
ら

い
し
か
生
き
て
な
い
人
類
が
、
上
か

ら
目
線
で
か
わ
い
い
、
か
わ
い
そ
う

な
ど
と
勝
手
に
思
い
上
が
る
っ
て
、

〜
筆
者
の
ご
紹
介
〜

■
井
上
雅
央（
い
の
う
え
ま
さ
て
る
）

１
９
４
９
年
・
奈
良
県
生
ま
れ

　
現
在
は
、
島
根
県
美
郷
町
を
拠
点

に
鳥
獣
被
害
対
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

し
て
全
国
で
活
動
中
。
ま
ち
の
鳥
獣

被
害
を
減
ら
す
取
り
組
み
に
ご
尽
力

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

シ
カ
に
失
礼
で
す
。
ひ
ょ
っ
と
し
て

あ
な
た
は
野
生
動
物
よ
り
人
間
の
方

が
偉
い
と
思
っ
て
ま
せ
ん
か
？
」

《
子
孫
を
残
す
動
物
の
戦
略
》

　
動
物
は
条
件
さ
え
整
え
ば
増
え
れ
る

だ
け
増
え
る
。
増
え
れ
ば
そ
れ
だ
け
変

異
も
多
く
な
る
。

　
例
え
ば
イ
ノ
シ
シ
に
豚
熱
の
感
染
が

広
ま
っ
て
も
イ
ノ
シ
シ
に
は
病
院
も
ワ

ク
チ
ン
も
な
い
。
大
量
に
死
ぬ
。
そ
れ

を
乗
り
越
え
、
生
き
残
っ
た
個
体
は
豚

熱
に
強
い
個
体
だ
。
今
度
は
そ
の
個
体

が
増
え
る
。
そ
う
や
っ
て
命
を
つ
な
い

で
き
た
。
そ
れ
が
野
生
動
物
の
戦
略
だ
。

い
く
ら
駆
除
し
て
も
彼
ら
に
と
っ
て
の

環
境
さ
え
整
え
ば
増
え
続
け
る
。
ヒ
ト

は
知
恵
を
使
っ
て
群
よ
り
個
を
大
切
に

す
る
。
ど
ち
ら
も
動
物
と
し
て
子
孫
を

残
す
た
め
の
戦
略
だ
。

　
か
わ
い
そ
う
な
ん
て
言
っ
て
な
い
で

よ
く
考
え
て
ほ
し
い
。
彼
ら
は
冷
暖
房

や
衣
服
、
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
が
な

く
て
も
生
き
て
き
た
の
だ
。

　「
集
落
や
田
畑
は
餌
が
豊
富
で
す
。

甘
い
顔
す
れ
ば
彼
ら
は
増
え
続
け
ま
す
。

だ
か
ら
、
み
ん
な
で
人
は
怖
い
と
教
え

て
い
ま
す
。
か
わ
い
そ
う
と
言
い
な
が

ら
、
結
局
あ
な
た
方
は
殺
さ
れ
る
動
物

を
増
や
し
て
る
。
言
う
こ
と
は
そ
れ
だ

け
、
分
か
っ
て
も
分
か
ら
ん
で
も
お
帰

り
く
だ
さ
い
」

《
今
月
の
宿
題
》

　
大
規
模
な
停
電
や
、
断
水
が
続
い

て
も
動
物
は
平
気
。
時
に
は
ヒ
ト
社

会
の
弱
さ
を
考
え
て
み
よ
う
ね
。

雅ねえの獣ばなし
〜第30回〜 問 産業観光課　　　　　　

☎０８６８（６６）１１１８

｢鳥獣害に強いまち
づくり講習会｣募集
しています。
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町のけいじばん役場での各種手続きには、身分証明書（運転免許証など）が必要です。場合によっては印鑑が必要なことがあります。
その他必要なものは事前に各課へお問い合わせください。

【
問
い
合
わ
せ
】
産
業
観
光
課

☎
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
１
８

5
０
８
６
８
（
６
６
）
７
６
２
２

　
少
人
数
で
の
開
催
も
可
能
で
す
の
で
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
講
　
師

　
鳥
獣
害
対
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

井
上
雅
央
さ
ん

■
対
象
者

・
地
域
ぐ
る
み
で
鳥
獣
害
対
策
に
取
り
組

み
た
い
と
考
え
て
い
る

・
防
護
柵
を
設
置
し
て
も
被
害
が
止
ま
ら

な
い

・
果
樹
の
被
害
が
出
始
め
た

・
被
害
を
防
ぐ
方
法
を
学
び
た
い

な
ど
、鳥
獣
被
害
の
困
り
ご
と
が
あ
る
人
。

■
費
　
用

　
無
料

■
募
集
期
限

　
12
月
20
日
㈮
ま
で

鳥
獣
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
講
習
会
を

開
催
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

【
問
い
合
わ
せ
】
お
か
や
ま
出
会
い
・
結

婚
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
６
（
２
３
６
）
０
８
０
２

　
お
か
や
ま
縁
む
す
び
ネ
ッ
ト
は
、
岡
山

県
が
運
営
す
る
結
婚
支
援
シ
ス
テ
ム
で
、

津
山
セ
ン
タ
ー
で
は
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
が

丁
寧
に
対
応
し
ま
す
。

■
入
会
資
格

・
20
歳
以
上
の
独
身
男
女

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
メ
ー
ル
の
使
用
が

で
き
る
人

・
岡
山
県
内
に
在
住
・
在
勤
の
人
、
岡
山

で
結
婚
を
考
え
て
い
る
人

■
会
員
登
録
に
必
要
な
も
の

①
戸
籍
抄
本
ま
た
は
独
身
証
明
書

※
い
ず
れ
も
３
カ
月
以
内
発
行
の
原
本

②
健
康
保
険
証
（
本
人
お
よ
び
勤
務
先
の

確
認
）

③
写
真
付
き
身
分
証
明
書
（
運
転
免
許

証
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、パ
ス
ポ
ー

ト
　
な
ど
）

④
写
真

※
３
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
本
人
の
み
が

写
っ
て
い
る
も
の
（
上
半
身
、
サ
イ
ズ

は
Ｌ
判
程
度
の
縦
型
）

※
入
会
登
録
料
は
令
和
７
年
３
月
31
日
ま

で
無
料
で
す
。

■
登
録
場
所

　
お
か
や
ま
出
会
い
・
結
婚
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
津
山
（
津
山
市
新
魚
町
17
ア
ル
ネ

岡
山
で
素
敵
な
出
会
い
を

見
つ
け
ま
せ
ん
か
？

津
山
４
階
）

　
開
館
＝
午
前
10
時
～
午
後
７
時
（
日
～

木
）、
午
前
10
時
～
午
後
５
時
（
第
２
・

第
４
土
曜
日
）

美咲町立図書館　公式Facebook
イベント情報

➡➡美咲町立図書館　ホームページ
休館・新刊情報

柵原図書館 0868（64）75470868（64）7055

＜おはなしどんぐりころころ会＞
「ハロウィンの仮装を作ろう」
♦と　き：10月12日㈯　午後２時～
♦定　員：10人
♦対　象：小学生以下
♦内　容：カラービニール袋とリボンで仮装用の
　　　　　マントを作ろう。

＜おとなの時間　音楽喫茶＞
「G

ガ ー ネ ッ ト
arnet ミニコンサート』

♦と　き：９月21日㈯　
　　　　　午後６時30分～午後７時

（午後６時～午後７時30分までギャラリーを開場します）
♦ところ：ギャラリー（図書館は閉館）
♦内　容：音楽を聴きながら、コーヒーなどの飲
　　　　　み物と一緒に楽しい時間を過ごしませ
　　　　　んか？

大人向け
要予約

旭図書館 0867（27）90130867（27）9012

よみきかせ
＆

工作

＜おはなしPONちゃん＞
♦と　き：10月12日㈯
　　　　　午前10時30分～
♦ところ：こどもとしょしつ
♦対　象：小学生以下
♦内　容：よみきかせ「10月のおはなし」
　　　　　工作「ハロウィンを楽しもう」

＜特別イベント＞
「ぬいぐるみのおとまり会」

♦と　き：９月21日㈯　午後６時10分～（約30分）
♦定　員：10人（多い場合は抽選）
♦対　象：小学生以下
♦持ち物：数日預けてもよいぬいぐるみ１つ
♦参加費：不要
♦内　容：一緒に読み聞かせを聞いて、ぬいぐるみ
　　　　　だけおとまり。翌週のお迎え時にカード
　　　　　のお土産付き。

要予約

よみきかせ
＆

工作 など

要予約＜図書館deやってみよう！
　　　　～カードケース編～＞
♦と　き：９月28日㈯　午前10時30分～
♦ところ：１階エントランス
♦定　員：10人程度
♦対　象：大人（子どもの参加も可能）
♦持ち物：布（15㎝四方）、飾り付けたいもの
♦内　容：トイレットペーパーの芯を使って、
　　　　　カードケースを作ります。

<おはなしみさきっず☆>
♦と　き：10月６日㈰　午前10時30分～
♦ところ：１階児童コーナー
♦定　員：10人程度
♦対　象：小学生以下
♦内　容：工作

「ドーナツ屋さんになろう！」 
おりがみでカラフルなドーナツを作っ
たあと、ドーナツ屋さんを開いてお友だ
ちと交換しよう！

中央図書館 0868（66）71520868（66）7151

美咲町立図書館LINEアカウントができました！
●LINEで友だち登録をして、アカウント連携をすると何ができるの？
⇒アカウント連携をすると、スマートフォンが図書カードの代わりになります。
　また、ご自分の貸し出し中、予約中の資料確認などもできます。

●ホームページから予約した本の用意完了連絡をLINEで受け取れる？
　⇒友だち登録後に「PUSH通知の設定」から設定できます。

分からないことはお気軽に最寄りの図書館にお問い合わせください。
友だち追加用二次元コード ➡

図書館だより 開館時間：午前10時～午後６時
休 館 日：毎週月曜日、第３日曜日、月末最終平日、特別整理期間、年末年始

開館時間：午前10時～午後６時
休 館 日：毎週月曜日、第３日曜日、月末最終平日、特別整理期間、年末年始
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暮らしの情報

問い合わせは各見出しの問い合わせ先へお願いします。

募集
自衛官、学生を募集中です
問 自衛隊岡山地方協力本部津
山出張所
☎0868（22）5637
■種　目
①自衛官候補生（任期制）
②防衛大学校学生（４年制）
③防衛医科大学校医学科学生

（６年制）
④防衛医科大学校看護学科学生

（４年制）
■待遇など
①２年および３年を１任期とし

て任期満了後は就職または継
続を選択

②卒業後約１年で幹部へ昇任
③医師免許取得後、医師として

自衛隊病院などで勤務
④看護師免許取得後、保健師・

看護師として自衛隊病院など
で勤務

※②～④は学費無料、学生手当
あり。

■受付締切
①通年
②10月17日㈭
③10月９日㈬
④10月２日㈬

公正証書の作成に関する 
休日無料相談会（要予約）
予約 津山公証役場
☎ 0868（22）5310
■日　時
　10月６日㈰９：00～16：00
※10月４日㈮までに予約が必要
■場　所
　津山公証役場（津山市上紺屋
町１番地モスト21ビル２階）
■内　容
　遺言、任意後見契約、離婚給
付等契約（養育費、慰謝料など）
などの、公正証書の作成に関す
る相談。
※当日は相談のみで、公正証書

の作成はできません。

募集
北部高等技術専門校 
受講生募集
問 岡山県立北部高等技術専門
校☎0868（26）1125

………………………………
■訓練科、定員（受講料）
　パソコンワーク応用科、15人

（無料）
※教材費などは別途必要
■募集締切
　10月７日㈪
■訓練場所
　津山圏域雇用労働センター

（津山市山下92-1）
■対　象
　求職中の人
■訓練期間
　11月１日㈮～

令和７年１月31日㈮
■申込方法
　ハローワークで相談のうえ応
募してください。

………………………………
対象：新規高等学校卒業予定者
■募集科、定員（授業料）
○電気設備科、20人

（118,800円／年）
○木造建築・再生科、10人

　（118,800円／年）
○木工・デザイン科、10人

　（無料）
※教材費などは別途必要
■募集期間
　９月17日㈫～10月17日㈭
■試験日
　11月１日㈮
■受講期間
　令和７年４月～令和８年３月
■申込方法
　所定の入校願書と、高等学校
において作成した就職者用の調
査書（全国高等学校統一用紙）
を添えて北部高等技術専門校へ
提出してください。

………………………………

納期
今月の納期（９月30日）
■固定資産税
■国民健康保険税
■介護保険料
■後期高齢者医療保険料
■水道使用料
■下水道使用料

子育て支援センター
中央地域（中央かめっこ保育園内）
☎0868（66）7830
旭地域（旭保育園内）
☎0867（27）2733
柵原地域（柵原西保育園内）
☎0868（62）1009

イベント情報に→ついてはこちら

町営・町有住宅
入居者募集
問・申 
住 民 生 活 課☎0868（66）1114
旭 地 域 振 興 課☎0867（27）3111
柵原地域振興課☎0868（62）1111

【町営住宅】
■募集住宅（予定）

［中央地域］
　下町住宅（原田）１戸
　上町住宅（原田）１戸

［旭地域］
　なかよし住宅（西川）１戸
■募集期間
　９月20日㈮まで

【町有住宅】
■募集住宅
　やなはら住宅（書副）
■募集期間
　随時
■備　考
　入居条件などについては、柵
原総合支所地域振興課にご相談
ください。

募集 お知らせ
世界遺産 
大シルクロード展
問 岡山県立美術館
☎086（225）4800
　東洋と西洋とを結び、多様な
民族が興亡した文化融合の地・
シルクロード。本展は世界遺産
認定後、中国国外で初公開の大
規模展。中国27か所の博物館や
研究機関より国家一級文物44点
を含む約200点の文物が出品さ
れます。
■会　期
　9月16日（月・祝）～

11月10日㈰
　（休館日・開館時間はホーム

ページなどでご確認ください）
■会　場
　岡山県立美術館２階展示室

（岡山市北区天神町8-48）
■観覧料
　一般1,600円、65歳以上1,500
円、高校・大学生1,000円。（中
学生以下無料）

相談
問 住 民 生 活 課☎0868（66）1114
　 旭 地 域 振 興 課☎0867（27）3111
　 柵原地域振興課☎0868（62）1111
●なやみごと・行政・心配ごと

相談
◦日時　９月20日㈮
　　　　13：00～16：00
　　　　（受付15：30まで）
◦場所　旭町民センター
◦対象　美咲町に住所を有する

人
◦相談員　人権擁護委員、行政相

談委員、民生委員、身
体障害者相談員、弁護
士

※相談無料、秘密厳守
※弁護士へ相談する際は、利害

関係がある場合など、相談に
応じられない場合がありま
す。

健康・子育て
問 健康推進課
☎0868（66）1195
9/17㈫

〜
9/18㈬

●柵原地域集団健（検）診
柵原総合文化センター
受付　７：30～９：30

9/19㈭
〜

9/20㈮

●中央地域集団健（検）診
中央総合体育館
受付　７：30～９：30

9/24㈫
〜

9/27㈮

●中央地域集団健（検）診
中央総合体育館
受付　７：30～９：30

10/7㈪
〜

10/8㈫

●柵原地域婦人科集団検診
柵原総合文化センター
受付　９：30～10：00
　　　13：30～14：00

10/9㈬
〜

10/10㈭

●中央地域婦人科集団検診
林業センター
受付　９：30～10：00
　　　13：30～14：00

10/11㈮
●旭地域婦人科集団検診
旭保健センター
受付　９：30～10：00
　　　13：30～14：00

10/17㈭
●中央地域乳児健康診査

（新）中央保健センター
受付　13：30～13：45

10/19㈯
●全地域集団健（検）診
中央総合体育館
受付　８：00～９：30

７月21日〜８月20日

事　　故
町内交通事故（人身事故）	 ０件

火　　災
	 建物火災	 ０件
	 その他火災	 １件

人の動き
８月１日現在　（　）内は前月比。
人　口 12,647人（−5）

男性 6,079人（±0）
女性 6,568人（−5）

役場の電話番号
役場本庁 代表　☎0868 （66） 1111

　50868 （66） 2038
総務課 （66）1111
みさき共創室 （66）1660
理財課 （66）1610
地域みらい課 （66）1191
くらし安全課 （66）1112
税務課 （66）1113
住民生活課 （66）1114
長寿しあわせ課 （66）1115
健康推進課 （66）1195
上下水道課 （66）3084
建設課 （66）2874
産業観光課 （66）1118
会計課 （66）3080
議会事務局 （66）1128
こども笑顔課 （66）1618

旭総合支所 代表　☎0867 （27） 3111
 　50867 （27） 3670

柵原総合支所 代表　☎0868 （62） 1111
　50868 （62） 7806

教育委員会 代表　☎0868 （66） 2873
 　50868 （66） 3730

教育総務課 （66）2873
生涯学習課 （66）3086

福祉事務所 代表　☎0868 （66） 1129

〜14歳 1,226人 10％
15歳〜64歳 6,109人 48％
65歳〜 5,312人 42％

世帯数 5,884世帯（＋8）

☎０１２０－０２８－５３３
（通話料無料）

●みさきネットコールセンター●
インターネット・テレビ・告知放送のことは・・・

☎ ０８６８－６６－７１６１（通話料有料）
２４時間
365日対応

一級文物《瑪瑙象嵌杯》５～７世紀
／ 1997年新疆ウイグル自治区

イリ州昭蘇県ボマ古墓出土
／イリ州博物館
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暮らしの情報

問い合わせは各見出しの問い合わせ先へお願いします。

募集
自衛官、学生を募集中です
問 自衛隊岡山地方協力本部津
山出張所
☎0868（22）5637
■種　目
①自衛官候補生（任期制）
②防衛大学校学生（４年制）
③防衛医科大学校医学科学生

（６年制）
④防衛医科大学校看護学科学生

（４年制）
■待遇など
①２年および３年を１任期とし

て任期満了後は就職または継
続を選択

②卒業後約１年で幹部へ昇任
③医師免許取得後、医師として

自衛隊病院などで勤務
④看護師免許取得後、保健師・

看護師として自衛隊病院など
で勤務

※②～④は学費無料、学生手当
あり。

■受付締切
①通年
②10月17日㈭
③10月９日㈬
④10月２日㈬

公正証書の作成に関する 
休日無料相談会（要予約）
予約 津山公証役場
☎ 0868（22）5310
■日　時
　10月６日㈰９：00～16：00
※10月４日㈮までに予約が必要
■場　所
　津山公証役場（津山市上紺屋
町１番地モスト21ビル２階）
■内　容
　遺言、任意後見契約、離婚給
付等契約（養育費、慰謝料など）
などの、公正証書の作成に関す
る相談。
※当日は相談のみで、公正証書

の作成はできません。

募集
北部高等技術専門校 
受講生募集
問 岡山県立北部高等技術専門
校☎0868（26）1125

………………………………
■訓練科、定員（受講料）
　パソコンワーク応用科、15人

（無料）
※教材費などは別途必要
■募集締切
　10月７日㈪
■訓練場所
　津山圏域雇用労働センター

（津山市山下92-1）
■対　象
　求職中の人
■訓練期間
　11月１日㈮～

令和７年１月31日㈮
■申込方法
　ハローワークで相談のうえ応
募してください。

………………………………
対象：新規高等学校卒業予定者
■募集科、定員（授業料）
○電気設備科、20人

（118,800円／年）
○木造建築・再生科、10人

　（118,800円／年）
○木工・デザイン科、10人

　（無料）
※教材費などは別途必要
■募集期間
　９月17日㈫～10月17日㈭
■試験日
　11月１日㈮
■受講期間
　令和７年４月～令和８年３月
■申込方法
　所定の入校願書と、高等学校
において作成した就職者用の調
査書（全国高等学校統一用紙）
を添えて北部高等技術専門校へ
提出してください。

………………………………

納期
今月の納期（９月30日）
■固定資産税
■国民健康保険税
■介護保険料
■後期高齢者医療保険料
■水道使用料
■下水道使用料

子育て支援センター
中央地域（中央かめっこ保育園内）
☎0868（66）7830
旭地域（旭保育園内）
☎0867（27）2733
柵原地域（柵原西保育園内）
☎0868（62）1009

イベント情報に→ついてはこちら

町営・町有住宅
入居者募集
問・申 
住 民 生 活 課☎0868（66）1114
旭 地 域 振 興 課☎0867（27）3111
柵原地域振興課☎0868（62）1111

【町営住宅】
■募集住宅（予定）

［中央地域］
　下町住宅（原田）１戸
　上町住宅（原田）１戸

［旭地域］
　なかよし住宅（西川）１戸
■募集期間
　９月20日㈮まで

【町有住宅】
■募集住宅
　やなはら住宅（書副）
■募集期間
　随時
■備　考
　入居条件などについては、柵
原総合支所地域振興課にご相談
ください。

募集 お知らせ
世界遺産 
大シルクロード展
問 岡山県立美術館
☎086（225）4800
　東洋と西洋とを結び、多様な
民族が興亡した文化融合の地・
シルクロード。本展は世界遺産
認定後、中国国外で初公開の大
規模展。中国27か所の博物館や
研究機関より国家一級文物44点
を含む約200点の文物が出品さ
れます。
■会　期
　9月16日（月・祝）～

11月10日㈰
　（休館日・開館時間はホーム

ページなどでご確認ください）
■会　場
　岡山県立美術館２階展示室

（岡山市北区天神町8-48）
■観覧料
　一般1,600円、65歳以上1,500
円、高校・大学生1,000円。（中
学生以下無料）

相談
問 住 民 生 活 課☎0868（66）1114
　 旭 地 域 振 興 課☎0867（27）3111
　 柵原地域振興課☎0868（62）1111
●なやみごと・行政・心配ごと

相談
◦日時　９月20日㈮
　　　　13：00～16：00
　　　　（受付15：30まで）
◦場所　旭町民センター
◦対象　美咲町に住所を有する

人
◦相談員　人権擁護委員、行政相

談委員、民生委員、身
体障害者相談員、弁護
士

※相談無料、秘密厳守
※弁護士へ相談する際は、利害

関係がある場合など、相談に
応じられない場合がありま
す。

健康・子育て
問 健康推進課
☎0868（66）1195
9/17㈫

〜
9/18㈬

●柵原地域集団健（検）診
柵原総合文化センター
受付　７：30～９：30

9/19㈭
〜

9/20㈮

●中央地域集団健（検）診
中央総合体育館
受付　７：30～９：30

9/24㈫
〜

9/27㈮

●中央地域集団健（検）診
中央総合体育館
受付　７：30～９：30

10/7㈪
〜

10/8㈫

●柵原地域婦人科集団検診
柵原総合文化センター
受付　９：30～10：00
　　　13：30～14：00

10/9㈬
〜

10/10㈭

●中央地域婦人科集団検診
林業センター
受付　９：30～10：00
　　　13：30～14：00

10/11㈮
●旭地域婦人科集団検診
旭保健センター
受付　９：30～10：00
　　　13：30～14：00

10/17㈭
●中央地域乳児健康診査

（新）中央保健センター
受付　13：30～13：45

10/19㈯
●全地域集団健（検）診
中央総合体育館
受付　８：00～９：30

７月21日〜８月20日

事　　故
町内交通事故（人身事故）	 ０件

火　　災
	 建物火災	 ０件
	 その他火災	 １件

人の動き
８月１日現在　（　）内は前月比。
人　口 12,647人（−5）

男性 6,079人（±0）
女性 6,568人（−5）

役場の電話番号
役場本庁 代表　☎0868 （66） 1111

　50868 （66） 2038
総務課 （66）1111
みさき共創室 （66）1660
理財課 （66）1610
地域みらい課 （66）1191
くらし安全課 （66）1112
税務課 （66）1113
住民生活課 （66）1114
長寿しあわせ課 （66）1115
健康推進課 （66）1195
上下水道課 （66）3084
建設課 （66）2874
産業観光課 （66）1118
会計課 （66）3080
議会事務局 （66）1128
こども笑顔課 （66）1618

旭総合支所 代表　☎0867 （27） 3111
 　50867 （27） 3670

柵原総合支所 代表　☎0868 （62） 1111
　50868 （62） 7806

教育委員会 代表　☎0868 （66） 2873
 　50868 （66） 3730

教育総務課 （66）2873
生涯学習課 （66）3086

福祉事務所 代表　☎0868 （66） 1129

〜14歳 1,226人 10％
15歳〜64歳 6,109人 48％
65歳〜 5,312人 42％

世帯数 5,884世帯（＋8）

☎０１２０－０２８－５３３
（通話料無料）

●みさきネットコールセンター●
インターネット・テレビ・告知放送のことは・・・

☎ ０８６８－６６－７１６１（通話料有料）
２４時間
365日対応

一級文物《瑪瑙象嵌杯》５～７世紀
／ 1997年新疆ウイグル自治区

イリ州昭蘇県ボマ古墓出土
／イリ州博物館
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日 月 火 水 木 金 土

8 9 10 11 12 13 14

15 敬老の日 16 17 18 19 20 21

秋分の日 22 振替休日 23 24 25 26 27 28

29 30 10/1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 スポーツの日 14 15 16 17 18 19

柵原地域集団健（検）診 
（柵原総合文化センター）
おはなしすくすく１・２・３ 
（（新）中央図書館）
〇桜湖焼にチャレンジ 
（旭町民センター）

柵原地域集団健（検）診
（柵原総合文化センター）

柵原地域集団健（検）診 
（柵原総合文化センター）
〇木工教室 
（ふれあい木工所）

柵原地域集団健（検）診 
（柵原総合文化センター）

おはなしPONちゃん 
（旭図書館）

柵原地域集団健（検）診 
（柵原総合文化センター）

柵原地域集団健（検）診 
（柵原総合文化センター）

中央地域集団健（検）診
（中央総合体育館）
〇膝痛予防のための運動 
（第２分庁舎２階大会議室）
◇オレンジカフェ 
（柵原総合文化センター）

中央地域集団健（検）診
（中央総合体育館）

なやみごと・行政・心配ごと相談 
（旭町民センター）
◇オレンジカフェ 
（ミサキアエル）

ぬいぐるみのおとまり会 
（旭図書館）
DVD上映会 
（柵原図書館）
おとなの時間　音楽喫茶 
（柵原図書館）

DVD上映会 
（柵原図書館）

中央地域集団健（検）診
（中央総合体育館）
〇秋野菜の育て方教室 
（柵原総合文化センター）

中央地域集団健（検）診
（中央総合体育館）
◇通いの場 
（柵原総合文化センター）

中央地域集団健（検）診
（中央総合体育館）
〇木工教室 
（ふれあい木工所）

中央地域集団健（検）診
（中央総合体育館）

〇「とってもやさしい短歌」講座 
（民話館）
〇鯖寿司作り 
（柵原総合文化センター）

図書館deやってみよう！ 
（（新）中央図書館）
〇すこやか卓球 
（民話館）

マイナンバー休日開庁 
（役場本庁・旭、柵原総合支所）
◇健康麻雀教室 
（柵原総合文化センター）

〇百々人形作り体験教室① 
（柵原総合文化センター）
◇オレンジカフェ 
（旭町民センター）

◇通いの場 
（柵原総合文化センター）

〇園芸教室 
（第２分庁舎２階大会議室）

〇鯖寿司作り 
（生涯学習センター）

おはなしみさきっず☆ 
（（新）中央図書館）

柵原地域婦人科集団検診
（柵原総合文化センター）

柵原地域婦人科集団検診
（柵原総合文化センター）

中央地域婦人科集団検診
（林業センター）
◇通いの場 
（柵原総合文化センター）

中央地域婦人科集団検診
（林業センター）
〇木工教室 
（ふれあい木工所）
◇オレンジカフェ 
（柵原総合文化センター）

旭地域婦人科集団検診 
（旭保健センター）

おはなしどんぐりころころ会 
（柵原図書館）
おはなしPONちゃん 
（旭図書館）
◇健康麻雀教室 
（柵原総合文化センター）

〇「己書で味のある字描いてみませんか」講座 
（旭町民センター）

◇通いの場 
（柵原総合文化センター）

中央地域乳児健康診査
（（新）中央保健センター）

なやみごと・行政・心配ごと相談 
（柵原総合文化センター）
◇オレンジカフェ 
（ミサキアエル）

全地域集団健（検）診
（中央総合体育館）

○ 生涯学習講座　　◇ 美咲ももたろうクラブ行事　　（　）会場

◇健康麻雀教室 
（柵原総合文化センター）

※（新）…新施設オープンに伴って移転しています。（新所在地：原田3100番地1）

暮らしのカレンダー

「己書で味のある字描いてみませんか」講座
10月15日㈫　10：00～12：00
場　所：旭町民センター
講　師：梶尾洋子さん　
材料費：200円　　　　　　    　定　員：15人

百々人形作り体験教室①②
①10月１日㈫　10：00～12：00
②11月５日㈫　10：00～12：00
場　所：柵原総合文化センター第２会議室
講　師：百々人形保存会　参加費：800円　定　員：20人

鯖寿司作り
10月４日㈮　9：30～12：00
場　所：生涯学習センター（中央公民館）調理室
講　師：みさきみんなの台所会
参加費：1 ,000 円　　　　　　   定　員：10人

鯖寿司作り
９月27日㈮　9：30～12：00
場　所：柵原総合文化センター調理室
講　師：みさきみんなの台所会
参加費：1 ,000 円　　　　　　   定　員：10人

「とってもやさしい短歌」講座
９月27日㈮　13：30～15：00
場　所：民話館（三休公園内）
講　師：矢野康史さん
参加費：200円　　  　　　　　  定　員：10人

秋野菜の育て方教室
９月24日㈫　10：00～12：00
場　所：柵原総合文化センター第２会議室
講　師：國米裕喜さん　
参加費：1 ,000 円　　　　　　   定　員：10人程度
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久米郡商工会は、創業する人を応援します。お気軽にご相談ください。

久米郡商工会☎ 0868（66）0033　（66）0442

総合型地域スポーツクラブ

夏まつり開催のお礼
…………………………………………………………………
　８月13日に中央運動公園で行われた「第16回久米郡ふるさと夏まつり」は無事に終了いたし
ました。久米郡内外から多くの皆さまが会場に足を運んでくださり、大いに楽しんでいただけ
たと感じております。真夏の夜空に輝く約1,500発の花火、その輝きに会場からは大きな歓声
が上がりました。
　これも地域の皆さまの温かいご支援とご協力があってのことと、この紙面をお借りいたしま
して厚くお礼申し上げます。

たまごまつり ～ 第13幕 ～
…………………………………………………………………
　たまごまつりがJR亀甲駅前と駅前商店街で開催されます。
　駅前と商店街が歩行者天国になり会場付近は黄福（こうふ
く）色に染まります！
　地域の皆さんで作った美味しいものや素敵なものがたくさん
集まります。
　今年もたくさんのお店や出し物、パフォーマンスなどのイベ
ントを企画しています。
　皆様のお越しを心よりお待ちしています。

● 開催日：10月20日㈰　　● 会　場：亀甲商店街区
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広告の内容などにつきましては、直接広告主へお問い合わせください。

至
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個人情報保護のため、
ホームページ上では掲載しておりません。



　
こ
の
踊
り
は
、
西
川
上
簗
瀬
地

区
の
念
仏
踊
り
で
す
。
こ
の
踊
り

を
納
め
る
訳
は
、
各
御
堂
の
祭
仏

供
養
、
新
仏
供
養
、
各
戸
の
先
祖

供
養
、
各
戸
の
安
全
供
養
な
ど

４
つ
の
目
的
を
持
っ
て
い
る
の
で
、

一
連
の
踊
り
を
４
回
奉
納
し
ま
す
。

　
こ
の
行
事
は
、
簗
瀬
五
銘
と
い

っ
て
毎
年
８
月
13
日
に
５
つ
の
御

堂
を
順
々
に
回
っ
て
供
養
し
ま

す
。
踊
る
配
役
も
掛
け
声
を
出
し

て
太
鼓
を
打
ち
、
飛
ぶ
よ
う
な
格

好
で
踊
り
ま
す
。

文
化
財
保
護
委
員
　
髙
山
絹
江

文
化
に
ふ
れ
る  

ま
ち
歩
き

　
今
年
も
各
地
で
開
か
れ
た
祭
り
に
大
勢

の
人
が
訪
れ
、
夏
の
夜
の
ひ
と
と
き
を
楽

し
み
ま
し
た
。
運
営
に
関
わ
っ
た
皆
さ

ま
、
祭
り
に
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ま
、
楽
し

い
時
間
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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